
小・中学校理科における

実験観察の実施状況



，.... 

は しがき

今日，近代産業の高度な技術化に即応する必要から，国民一般の科学的技術

的教養の向上が特に要望されている。小・中学校理科学習指導要領の改訂，中

学校における技術 ・家庭科の新設等は，従米の理科，職業・家庭科指導の反省

に立っとともに，このような社会的要請を反映したものと考えられる。ところ

で本県小・中学校における理科，職業・家庭科教育についてみると，施設設備

充実のための施策や学習指導改善のための努力によって，漸時その水準は上昇・

しつつあるとはいうもののP いまだじゅうぶんというには程とおい現状であ

る。ころした本県の実態を的確に捕えておくことは，今後本県小・中学校にお

ける~l学・技術教育を着実に進めてゆく上において，きわめて重要なことであ

ると考えるのであ!る。

ここに集録した「小・中学校理科における実験観察の実施状況」ならびに

「中学校職業・家庭科における技術指導の実態」は，以上のような観点にもと

づいて実施した調査の結果をまとめたものである。理科では基礎的実験観察が

どの程度おとなめれているか，職業・家庭科では主として第二群に属する技術

指導の実態がどのようになっているかを明らかにし，それぞれ現状とそこにみ

られる問題点について考察した。今後本県小・中学校の科学 ・技術教育を振興

するための基礎資料として活用していただければ幸いである。

おわりに，本調査に御協力くださった関係各位に対し，深く感謝の意を表す

るものである。

昭和 34年 3月

新潟県立教育研究所長 柴 田 美 稲
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I 調査の概要

〈ー〉調査の趣 旨

実験観察学習を指導内容の各分野にわたって効果的に指導することの必要は

理科教育本来のねらいから常に強調されてきたところである。しかしながら，

実験観察の実施状況は，ふじ唖うぶんな施設設備，多すぎる指導内容，教師の

繁忙，その他の理由によって，必ずしも'満足できる状態にあるとはいえない。

理科教育の振興をはかるための施策としても，この点に着目して，その方向は

ほとんど実験観察学習の普及とその指導法の改善に向けられている。しかも戦

後の理科教育の反省にたって，すでに，小・中学校理科の学習指導要領が改訂

され， 学年の目標と内容の程度を明確にした実験観察中心の系列がうち出され

ている。各学校では，この改訂学習指導要債を基準として，移行措置を含めた

新しい学習指導計画の作成が必要となり，すでにその研究に着手している学校

も数を増している。

この際，県内小・中学校ではどんな実験観察がどの程度実施されているかの

現状を明らかにすることが，今後各学校が新しい学習指導計画を作成するため

の参考になると考えてこの調査を実施した。

(ニ〉調査の内容

各学校では，理科の各学年各分野の指導内容を児童生徒に学習させるにあた

って，いろいろな指導形態をとヮていることが予想されるが，それぞれの指導

内容についてどんな指導形態がとられているであろうか。さまざまな事情によ

って実験観察が実施しにくし 講義や説明中心の指導が行われているといわれ

ているが，その実態はどんなになっているのであるうか。この調査ではつぎの

事項をおもな調査内容としている。

1・実験観察が可能な指導内容のなかでJ どれだけが実験観察学習(実験・

観察・飼育・栽培・観測・測定・製作等〉として指導されているか。



2. 実験観察学習としては指導しなかったけれども，掛図・幻燈・映画等の

視覚的方法を中心に指導したものはどれだけあるか。

3. 実験観察学習や視覚的方法によらないで，講義・説明・教科書の読みな

ど伝統的な方法によって指導したもあ.はどれだけあるか。

ζれらの内容を中心に全県的な調査を行い，実験観察の実施状況について，

分野別・学年別の傾向や個々の実験観察項目指導上の特色を明らかにしようと

したものである。

〈三〉調査の対象

( 1 )調査対象校

県内小・中学校を学校規模別に層化し，各層の学校からその数の25%に当る

学校教だけ無作為に抽出して調査の対象校とした。規模別対象校数は次表のと

おりである。

、表l 規模別調査対象校数 (昭和32年度規模別学校数による〉

(2) 調査対象学年及び学級

表1.にあげた小学校253校，中学校114校について，各学年一学絞づっ(学

年に数学級ある学校では学級編成tの筆頭学級〉を指定し，その学級の担任教

師(小学校では学毅担任，中学校では理科担任〉に調査票を送付して記入を依

頼した。したがって小学校では各学年253学級計1518学級，中学校では各学年

114学級計342学級の担任教師がこの調査の対象となづた。

〈四〕 調査の方法

(1) 調査した実験観察項目

この調査では，小・巾学校それぞれ昭和31年度，昭和30年度に行われた本県

- 2-



色、等・中等教育研究集会の理科部会作成による「理科の基礎的実験観察Jの中

から，比較的ー般に行われやすくまた重要だと恩われる実験観祭項目を選定

し，これらの項目ごとに，どのような形態で指導したかの状況を記入してもら

ったものである。選定し，記入を依頼した実験問娯項目は小学校210項目，中

占7・校189項目であって， その校種別， 学年別， 分野別の数は次のとおりであ

る。

表2 調査した実験観察項目数 〈小学材。

i7τt=;1坐13~1守性円

;;AA;iJHij叩どi
機械と道兵I7 I 5 I 7 I i2 I 21 I 9 I 

自然の?と利用|二 I ~ 同 1JM1212:;

(2) 調査期間

(中学校)

分石「数
生物 26

物理 I 46 

化学 I 75 

地学I 42 

計 I 189 

※個々の笑験観察項目名は
43ページの測査結果一覧
表で示す。

昭和32年4月から昭和33年3月までの1年聞に行った各学校各学級の指導の実
際について，指導記録を検討しながらその実施状況を記入してもらった。調査

は昭和33年1月から2月にかけて行ったので，3月の配当分はそれぞれの実純
予定によってもらったのである。

(3) 調査票の様式

調査察には，選定した実験続察項目:全部を分野ごとに配列してあげ，小・中

学校にひと組ずつの調査察を用意した。この調査票を小・中学校ごとにどの学

年にもひと総ずつ配り，それぞれの学年で指導内容として計画してある実験観

然項目について必要事項を記入してもらう ように依頼した。じたがって，ある

実験観察項目が，学校によってそれぞれちがう学年に配当してあることがあ

り，またある学校ではひとつの実験観察項目が2こ学年以上にわたって取り扱

われていることも予想されるわけである。つぎに調査察の様式を示す。
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.11: -し しな

説教科明、書たし仁 幸内たIf.子かt コo 

央 連主 視 祭 項 自
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I~ t 
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苫 う

国手 観1RU0 
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告 中 指

天太陽 一一

1 1;校庭影のR影にならない場所に 1mくらいの棒を立て
ての変化を観測する。

2' 日の出・日の続入続TのHlj時刻と場所をlか月 I回くらいずの 一一 つ !._~間盤 主る。
体字一 一

3 いぶしガラスをとおして，太陽の表簡をみる。
や ー

4 事の長節により太陽てゐ高らベきがEうちがうか， 南中時の影
の 方雪 一 さによっく る。

聾i 5 日時計を作り，I待刻を測定する。

I!6"7l il昼華包の別が用できるわらけを，地球阪 〈またはポール)
γ同副主J 

と灯をいてしべる。

地方
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E 調査結果の集計について

(ー〉 調査票の回収と集計校数

調査対象になった小学校253校，中学校114:i俊のうち，調査察を同収できな

かった学校，および複式学蔽のため学年としての集計ができない学校を除い

て，実際に集計した学校数ば小学校206校，中学校102校で、全調査対象校数

に対する集計校数の割令は小学校81.4%，中学校89.5μとなった。

(ニ〉集計事項

(1) 最頻配当学年

県の初等・中等研究集会で作成した「基礎的実験観察項目」は，小学校では

項目ごとにそれぞれ学年に配当してあり，中学校では学年配当を示されていな

い。しかしこの調査ではp 小・中学校とも配当学年を示さずに調査察を配布し

たので，一つの実験観察項目を指導内容として取り扱った学年は学校によって

必ずしも同じではない。そこでそれぞれの実験観察項目ごとに，その項目が最

も多く配当されている字年をその項目の最頻配当学年とし，この妓頻配当学年

について以後の集計を行った。

たとえば， i小学校， 100番，吹流しゃ風力計を使用して風力を測定する」の

実験観察項目を指導内符とした学年は次表のようになっている。

表3

|学 年 I1 I 2 Iょに二山工|
それぞれの学年に I4 I 8 I 19 I 35. 142 I 37 I 245 I 
配当した学枚数 | 勺 v I 0;  I H ..~ I ~'I ~ 0/  I 

この表を見ると， 5年1:.に配当した学校数が最も多く，小学校206校のうち142

校になっている。したがってこの実験観察項目の最頻配当学年は5年というこ

とになる。
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(2) 最頻国当学年に指導内容として配当 した学校数の全集計枝

数に対ナる割合(以下配当率と略称する〉

全集計校数のうちp どれだけの学校が，ある実験観察項目を指導内容として

年間計画に配当していたかた，最頻配当学年についてみたものである。

前記，小学校100番の実験観察項目を例にとれば

醐配説明す2当校数 x臨場x1山仰となる。

これは，小学校100番の実験観察項目を最頻配当学年(この場合5年生〉に配 ，

当した学校が全集計校の69%だけあることを意味している。

(3) 最頻配当学年における配当の集中度(以下集中度と略称す

る〉

表3によれば， i小学校100番」の実験観察項目をそれぞれの学年に配当し

た学校数の合計は245校となれ全集計校数をうわまわっている。このことは

一つの実験観察項目を二こ学年以上にわたヮて配当してある学校が叩当あると

とを示している。またある実験観察項目についてはy 各学年の配当校数が比絞

的接近していて最頻配当学年がはっきりしにくいものもゐる。そこでこれらの

度合をみるためにP 最頻配当学年に指導内容としてどの程度集中して配当され

ているかの度合を，つぎのようにして算出した。ふたたび「小学校100番」の

項円に例をとれば，

最頻配当学年におけ号車当盤整x100= 14~_ .._ __x100;弓58(ダ)となる。
各学年の配当校数の和 4 + 8 + 19十35十142十37

この割合が大きいほど，最頻配当学年に集中して配当されており，学年聞の配

当の重復も少ないことが予想されるのである。

(4) 各指導形態数の最頻配当学年における配当住数に対する劉

A 
Eヨ

この調査は，調査の趣旨や内容の項oも述べたようにp 基礎的実験観察がど
の程度実施されているかの実簸を明らかにすることを主目的として行ったもの

である。そこで各実験観察項目ごとに，最j蹟配当学年で指導内容左して配当し
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た学校のうち

1. どれだけの学校が実際に実験観察学習〈児童・生徒実賦，教師実験を問

わない〉として指導したか・・・・ (以下実験観察実施率と略称する〉

2. どれだけの学校が視覚教材〈掛図・幻燈・映画〉による指砕を中心とし

て行ったか。

3. 1・， 2.の指導形態によらず講義や説明や教科書のよみなどによって指導

した学校はどれだけあるか。

4. いろい;.，t工事情で指導ーしたかやすこ学校はどれだけあるか。

などを算出した。したがってここで算出された各指導形態の割合は，調査対

象校全体や全集計校数に対する割合ではなく，故頻配当学年で指導内容として

配当した学校数に対する割合であることに留意してほしいと思う。

つぎに，先にあげた「小学校100番」の実験綴察項目を例にしてその算出の

実喋を示す。

l小学校100番」の実験観察項目の最頻配当学年が 5年生であり， 最頻配当

学年iこ指導内容として配当した学校数が142校であることは先に例示したとお

りである。このうち各指導形態により指導した学校数は， 1.・・・・84校，2.' 

5校， 3.... .36校， 4.・・ ・・17校になっているから，それぞれの指導形態の割合

はつぎのようになる。

1. 実験観察実縮率・・・・・・................~土x100. . 59(%) 
142 

2・ 視覚教活による指導の割合・..山......，.._~ーxl00 r'- 4(的
142 

~. 講義3 説明等による指導の割合・・・・ ・・・・・~x100-~ 25(%) 
142 

4. つごうにより指導しなか 子学校の割A..4L×100#12(%〉
つ I 口 142

以上のようにして各実験観察項目ごとに必要な集計処理を行った。その結果

は資料として巻末rこ示すこととする。 (43ページ参照〉
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E 小学校の実験観察実施状況とその考察

〈ー〉 学年別・分野別にみた配当率と集中度の傾向

実験観察の実施状況を考察するまえに，まず調査察にあげた実験観察項目が

指導内容としてどんなとりあげられ方をしているかを検討してみよう。つぎに

示す図1，図2は，たて軸に配当率を，ょこ軸に集中皮をとって，各実験観察

項目ごとの~標をあらわしたもので，関 1 は学年別， 岡 2 は分野別の傾向を示

している。

図 10 配当率と集中度の学年別分布
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図 2. 配当率と集中度の分野別分布
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はじめに学年別の傾向を見ると， 4， 5， 6年と

学年が進むにしたがって，配当率も大きく集中度

も高くなっている。このことは高学年になるほど，

集計校中，より多くの学校が指導内務として配当

し，しかも配当学年がはっきりして， 学年聞の重

複が少ないことを示している。逆に4，3，2， 1 

年では配当率が比較的大きいのにかかわらず，集

中度が50%以下の実験観察項目が多くなっている。このこ之は，配当学年が高

学年のように集中せず，2こ学年以上にわたって，それぞれ相当の高配当率で

重複して配当されていることを示している。たとえばある実験観察項1::1が 2

年， 3年， 4年とそれぞれ50μ以上の配当ネで配当されているというような場

合で，これを指導される児童の側からいうならば，同じ実験観察をまい年くり

かえしていることになり，もしその聞に，発展や深まりのない学習がくりかえさ

れているとすれば，きわめて非能率的な指導であるといわなければなるまい。
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このような傾向を図2の分野別分布でみると， i生物の生活j，i天体の動き」

「気象」の3分野を問題にしなければならない。いずれも配当率にくらべて集

中度の低い実験観察項目が多く， 2こ学年以上にわたって相当の高配当率でま

い年くりかえし指導されていることが推測されるのであって，あるいは非能率

的な指導がおこなわれているのではないかと心配される。また， r生物の生活J

の分野では，配当率も小さく集中度も低い実験観察項目が相当数あることが目

立っている。これは指導内容としてのとりあげ方も少なし配当学年も分散し

ていると考えられるもので，一般的にいって，このような実験観察項目の指導

に対し，各学校は消極的であるといえよう。

以上の傾向について学年別，分野別の問題を総合すると，つぎのようなこと

になる。

。「生物の生活j，i天体の宙jきj，i気象」の分野における低・中学年の実験

観察項目の中には，まい年くりかえし指導内容として配当されているもの

が多く，深まりのない非能率的な学習が行われているのではないかと懸念

される。とのような実験観察項目は，比較的素朴な飼育・栽培や天体・気

象の継続的な観察・観測(調査結果一覧参照〉である。これらの項目がク

ラブ活動や学級の経営活動として行われているのであるとすれば，指導の

しかたによっては望ましいと考えられるが，理科の教科指導として，まい

年同じようなことが行われているとすれば，一考を要する問題であろう。

。「生物の分野」で配当率も集中度も低い実験観察項円は，主として観察の

目的が鋭角的な継続観察(調査結果一覧参照〉に多く， 4年生， 5年生に

比較的集中している。このことは前項の素朴な飼育・栽培と対称的であっ

て，生物の分野の指導を効果的に行うことのむずかしさを示しているとい

えよう。

(二〉 指導形態にみられる傾向

それぞれの実験観察項目を指導するにあたっては，実際l巳実験観察として

実施した学級，実験観察としては指導しなかったけれども，規覚教材による指

導を中心としておこなった学級，講義や説明など伝統的な方法によらざるを得
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なかった学級など，いろいろな指導形態が予想される。 これらの指導形態の学

年別，分野別の傾向はどうなっているであろうか。図3，図4は最頻配当学年

の実験観察項目について，その延配当校数に対する各指朝彦態の延校数の割合

を百分比で示したものである。

図 3. 各指導形態の学年別比率の比較
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E図 4. 各指導形態の分野別比率の比較
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さらに，各実験観察項目の実験観察実施率について，どの程度のものがどれ

くらいあるかの分布を学年別，分野別にみると，つぎの表4，表5のようにな

っている。

表 4 実験観察実施率の'学年別度数分布

実験観察実施率
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

j数金掌5ω年%j引2 l l (%) 
普及 % 数%署長 % 数 j6

竺2|竺3 
数 J6

。.-10 11 2 21 4 

11 - 20 21 4 1 1 31 6 

21 .-30 5 3 6 5 7 91 17 18 9 

31 - 40 う 4 8 7 61 12 16 8 
41 _ 50 2 7 61 12 12 6 

51 .-60 51 25 61 12 10
1 
14 71 14 281 13 

61 - 70 21 18 31 15 111 23 12 17 71 14 3う 17 

71 - 80 11 9
1 
5 81 16 17， 24 81 15 35 17 

81 .-90 12 31 27 61 30 91 19 611 33 15 

91 _100 71 88 51 46¥ 31 15 4 8 3 4 22 10 

計 81叫 1111001201
'州491叫刊 1001刊1昨 1い。

31-40 21 12 日 81 16 1 4 i 2 31 19 16 8 

41-50 6 2 4 31 11 21 11 2 3 21 13 12 6 

51.......60 21 12 81 4口、 81 16 2 8 21 11 5 8 1 6 281 13 

61.......70 21 12 31 15 14' 26 ヲ 34 4 7 31 19 351 17 

71-80 21 12 31 15 3 6 71 27 41 21 141 22 21 13 351 17 

81.-90 6 41 20. 71 14 2 8 28 E 331 15 

91.......100 3 6 2 8 1 17 28 221 10 

計 1 1司71叫 241ω 刊1叩州)2判6)1∞州I194l叫州吋 161'0∞州01ll2刈1叩01'10凹0 
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( 1 )学年別の傾 向

まず，図3および表41によって学年別の傾向を比較してみよう。

。図4にみられるとおり，配当実験観察項目のうち実際に実験観察学習として

指導したものの割合は， 1年...，94%， 2年..• .90μ， 3年・・・・72'70，4年

・65%，5年..，，65%， 6年・・・・49%と学年が進むにしたがってしずれ、に

4、さくなっている。

。表4の学年別度数分布でも，1， 2年生の実験観察項目のなかで，実験観察

実施率が60μ以下のものはなく，大部分の項目が80%以上の高率で実施され

ており，これが， 3， 4， 5， 6年生と進むにしたがうて，実施率の低い項

目数がふえている。

。ところが，講義・説明など伝統的な方法によって指導したものの割合を，民1

3によってみると， 1年....3ラム 2年....6払 3年..，，16%， 4年・・

20%， 5年ー.'，18%， 6年・ー・ 28.%と学年が進むにしたがって，しだいに大

きくなっている。これは実験観察実施率と逆な傾向である。

。視覚教材により指導したものの割合は， 1年ー・.1%， 2年"，1%，3年

・・ ・.4%， 4年・・・・ 8払 5年・・・目 5%， 6年..，，10%となれ低学年では

ほとんどなく，学年が進むにしたがって，増加の傾向をたどるが，全体に対

する割合は最高でも 6年生の10%にすぎない。

。いろいろなつごうによって指導できなかったものの割令は，学年が進むにし

たがって， 2， 3， 8， 6， 12， 13%と漸次増加の傾向を示しているが，中

学年以上で， 1割前後の項目が指導されないということは，検討を要する問

題であろう。

以上の事項をまとめる之，指導形態に見られる学年的な傾向は，つぎのよう

に考えられる。

低学年では，実験観察項目も少なく，しかも学習が具体的な行動をとおして

行われなければならないという低学年の特性と考えあわぜて，その実験観察実

施率がきわめて高くなっていることは当然、のことと思われる。高学年に進むに

したがって配当実験観察項目数が多くなり，それらの項目の中の高い実施率を

示す項同が低学年の場合より多少増加している反面，実施率の低い項目もしだ
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いに多くなってくるので，全体としてみると，実験観察実地率は学年が進むに

したがって減少している。その減少した分は，主として講義や説明などの伝統

的方法による指導で，一部は視覚教材による指導や，指導しないことで埋めら

れていると考えられる。 6年生に例をとると， 51の実験観察項目中p 指導しな

かったものカ>14項目，視覚教材中心に指導したものが5項目，講義や説明によ

って指導したものが14項目，実験観察を実施したものが25項目ということにな

り，最も基本的だと考えられるものを精選したこの調査でp このような実施状

況を示していることは注目すべきことであろう。

(2) 分野別の傾向

。図4にみられるとおり，配当実験観察項目のうち実際に実験観察学習として

指導したものの割合(実験観察実施率〉は， r天体の動きJ... ，43%， r健康

な生活」・・ 64%，r生物の生活J'"'63%， r気象の変化J'"'68%， r大地の
変化J'"'43%， ri機械と道具のはたらきJ'" ，81%， r臼然の保護と利用J.. 

・・48%となっている。いちばん実施率の高い分野は 「機械と道具」の分野で

あり，ついで「気象」の分野となり，実胞率の低い分野は「天体の動き」

「大地の変イじJ， r自然の保護と利用」の3分野で，いずれも 50%に満たな

し、。

。とのととはF 表5の分野!dIJ度数分布でもはづきりみられる特色で， r機械と

道具J，r気象」 の分野では50%以下の実施率を示す項同がきわめて少危いの

に反し， r天体の動きm!?「大地の変イじj，r自然、の保護と不IJ用Jの3分野では，

過半数の項目の実施率が50.%以下であって，各分野の平均実施率のちがいを

裏づけている。特に「機械と道具Jの分野の分布が，実施率の高いものほど

多くなっていることはこの分野の特色主して注目される。その他， r生物の

生活」の分野の分布の(屑が広いとと， r大地の変化」の分野で実施率の比絞

的高い項回と低い項目とに分布状態が分れていることなども'.それぞれの分

野の特殊傾向とみられるものである。

。講義や説明などの伝統的方法による指導の割合を，その大きい!阪に並ベると

「自然の保護と利用」・・・ 37%，r天体の動きj" . ，33%， r大地の変化_j，22% 

「生物の生活J....21%，r健康な生活J""19%， r気象の変化」・・・・14~ム
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「機械と道具_I..• .12%となっており，大体において実験観察実施率の逆にな

'1 っている。

。ただ，ここで目立つことは， 「大地の変化」の分野の伝統的方法による指導

の割合がf自然の保護利用」や「天体の動き」の分野にくらべて相当少なく

なっていることであり，しかも少なくなっている分が視覚教材による指導の

割令が最も大きいこと (20予のによって埋められていることである。これに

反し， i自然の保護利用」の分野で，視覚教材による指導が少なくく5%)， 

伝統的方法による指導の割合が最も大きく (37%)なっていることは，両分

野の対照的な特色としてうなづけるところである。

。視覚教材による指導については，前項でも一部述べたように，「大地の変化」

主「天体の動き」の2分野の割合が，他の分野にくらべて，きわだって高く

なっている。このことはこの2分野の内容の特殊性を示しているものとよみ

とれるのである。

。つごうによ 4 て指導しかなかったものの割合は， i気象の変化J....16%，1"大

地の変化J....15%， i健康な生活」・・・・13%，1"生物の生活」田・・.10%，1"自然

の保護と利用J... .10%， 1"天体の動き」・....9μ，i:機械と道具J....5%と

漸次低くなっている。ここで注目すべきことは， i気象の変イヒ」の分野の実

験観察実施率が「機械と道具ーパζついで大きいのにもかかわらず，指導しな

かったものの割合が最も高いことである。気象観測の施設が比較的普及し，

どとの学校でも観測がおこなわれていることは望ましいことであるが，反

面z指導しなかった項目が他分野にくらべて多いことはどうしたことであろ

うか。

(三) 実験観察実施率の高い項目と低い項目

いままでは，実験観察の実施状況について，分野別，学年別にそれぞれの傾

向を概観してきたわけであるが，ここでは，さらに個々の実験観察項目に立ち

いって，どんな実験観察がよ く行われ， どんなものが行われにくいかを考察す

ることとする。考察にあたっては， 実施率85%以上の項目と， 30%以下の項目

について，それぞれの内容の相違を検討することとした。以下，実験観察実施
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率の高い分!野から11闘に述べてみよう。

(1 ) 機械と道具のはたらさ

この分野の実験観察はもっともよく行われており，分野全体として実施率81

%を示l_"実施率が50μ以下の項目がきわめてわずかであって，配当率，集中

度とも最大であることはさきに述べたとおりであるi。

この分野で実験観察実施率85μの項目数は29項目であっ-c分野の金項R数

(61)に対する割合は約48%となっている。逆に実施率30%以下のものは，

190番 (5年生〕の「自転車の分解組立Jだけとなっている。実施率85%以上

のものをあげてみると，つぎのようになる。(かっこ内は実験観察項目の番号〉

l年・・・・磁石あそび(134，1)5)，影絵あそび (146)，あぶりだし (168)，風Z手作り

(176) 

2年・・・・し苧ぼんだま (178)，虫めがねあそび(149，150，1ラ2)

3年 ・・・磁針が南北をさす性質 (136，137)，認IJくおもちぞの動力 (180)

4年・・・・電池と豆電球(138，139)，火と熱に関するもの (169，170，171，173，175)，

てこのはたらきく181，183)

5年・ 光に関するもの く147，148，151，157)，音に関するものく162，163)，
張子 (188)

6年・・・・モータ一作りく145)

このように，機械と道具の分野では，他の分野に〈らべて，実験観察がよく

行われているのではあるが，なお全体として20%程度の学校F 項目によっでは

30%から50μの学校がp 実験観察によらず、講義や説明などの方法によって指

導していることは，改普しなければならないところであろう。

(2) 天気や気象の変化

この分野の実験観察実施率は「機械と道具」の分野についで高いのである

が，その実施率は68μで， r機繊と道具」の81%にくらべると，だいぶ低くな

っている。配当率は大部分の項目が50%から80μ程度に分布し，集中度はほと

んど60%以下になっているので3 同じ実験観察項目がくりかえし2こ学年以上

にわたって指導されていることが予想される。

この分野で実験者見祭実施率が85%以上の項目は3項目で，全項目数 (26)に

対する割合は約12係となっている。実施率30%以下の項目は，この分野ではな
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注

い。実施率85%以上の項目は，いずれも気温の測定に関するもの (91，92，107)

である。他の実験観察項目内の最頻配当学年はほとんどが5年生であり，実施率

もおおむねω-70%台になっている。この之とは気象観測が5年生にもっ 之も

多くとりあげられ， L.かも気象観測関係の施設設備が相当に普及していること

を示しているが，一面，さきに述ベた集中度の低い項目IJ'{，多いことと考えあわ

せると，つぎのような問題点を指摘することができるように思われる。それは

気象の継続的な観測の指導について，あるいは習慣的・惰性的な，深まりのな

い学習が毎年くりかえされているのではなかろうかという疑問である。クラブ

活動や経営活動などの特別教育活動と教科指導との関連と，それぞれのねらい

をじゅうぶん考えて効果的な指導が行われるよう改善する必要を，以上の調査

結果が示しているように思われてならない。

(3) 健 康な生 活

この分野全体としての実験観察実施率は64~で，配当率はマoμ台が大部分，

集中率は50~70%のものと30~5ü% のものがおおよそ半々になっている。した

1 がって実験観察実施状況は「気象の変化」干似た傾向を示しているが，r気象
の変化}にくらべて学年の配当がはヮきりしているといえる。

この分野で実施率85%以上の項目は4項目で，全項目数 (20)に対する割合

は20%となっている。その4項目をつぎにあげてみよう。

i年・・・・手を洗った洗面器の水のにごりを観察 (18)

3年・・・・教室の場所による温度のちがい (26)

4年・・・・体温の説IJ5，E(33) 
ラ年・・・・窓の開閉による室温のと下 (27)

逆に実施率30μ以下の項目は5年生の「浄水装置に関するもの (23)Jだけ

である。実施率の向い4項目のうち， 3項目はいずれも温度の測定を実験内

容とするもので，r気象の変イヒ」の分野で気担割IJ定の実施率が高いことと符合

している。これらのことから寒暖討を用いての測定は，どこの学校でも数多く

とり入れられているといえる。これはきわめて手軽に測定が行えるからであろ

う。ただ，体温の測定が高率を示していることは，それぞれの児童の家庭にお

ける測定経験も含めてあるりではないかと考えられ，体温計の各学校における

保有数などを推定すると多少疑問に思われる数値である。
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5年生の浄水装置に関する製作と実験が低い実施率を示していることは3 設

備や準備が厄介なことや， 内容としては生活的であるが，理解内容が5年生と

してはややあいまいなためであろうか。また， 25醤の ア測定用紙によるいろい

ろな場所のほこりのつもり方をみる」ような項目の実施来が低い(36μ〉のは3

簡単でわかりやすい実験ではあるけれども，このような方法が一般の教師に周

知されていないためであろうと考えられる。

一般にこの分野の実験観察項目では，内容がJには，物理的 ・化学的，あるい

は生物的 ・地学的な分野に属するものが，健康という視点からとりあげられて

おり，実験観察実施状況という観点からみると，いずれも比較的よく実施され

ているといえるのである。

(4) 生物の生活

この分野の実験観察実施率は，前の二つの分野と大体同じ程度で， 63%を示

している。ところが配当率と集中度については，先にも述べたように，他の分

野にみられない特色を示しているのであって，それぞれその分布が広いことで

ある。配当本も集中度も高い項Rがいくらかあり，他は，配当率が高〈集中度

が低い(学年聞の重複が予想される〕ものと、配当率・集中率とも低い(意欲

的に指導内容としてと りあげられていないと干予想される〉ものとに折半されて

いる。

実験観察実施~が85%以上の項目は 9項円で，会項同数 (51) に対する割合

は約四%である。反対に実施率30%以下の項11は6項円で，全体の約12μとな

っており，実施率の分布もまた広いことを示している。これらのことから，生

物の分野の-般的な特色として，どこでも熱心に指噂されている項目と，わず

かなヴ:校・学級でしか指導されていない項闘とがあり，他の実験項目はその聞

に広く分布している ということカZいえるようである。

実施率85%以上の項Rにはつぎのようなものがある。(かっつ内の数字は項

目喬号〉

l年・・・・虫の採集 (40)，落葉あつめ (67)

ヌ年 ・・・たねまき (44)，花ごよみ (4ラ)，アサガオなどの放培 (50)

3年・・・・草花の観祭記録(:38)，虫の飼育・(41)，浮Mだより (72)

4年・・・・花の構造の観察 (59)
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また実施率30%以下の項日、としては，つぎのものがあげられる0

3年・・・・ツパメの生活ーの継続観察 σ9)

4年・・・カエノレなどの冬眠の観察 (80)

日年・・・・雑草の分布と生育状況の継続的な比較餅察 (84)

6年九・・オジギソウp ネムなどの葉の開閉 (78)，カボチャなどの人工受粉(88)，

バ yタなどのl呼!以を石灰水によってたしかめる (65)

これら実施率の高いものと低いものを対比してみると， 実施率70~85%程度

のものと， 30~40%程度のものを含めて，つぎのような傾向をあげるこ とがで

きる。

0-般に低学年の実験観察項討の実施率が高く， 高学年では低くなってい

る。

。素朴な飼育・栽橋、・採集・収集 ・観察などの実施率は高いが，観点のはっ

きりしたやや高度な継続親察・採集・実験などの実施率は低くなっている。

。また観察のための場所を設定したり，準備の特に必要なものの実施率は低

くなっている。

。しかも実施遂の高いものには，配当率が高く集中度の低いものが多いの

で，ともすれば，はっきりした目標なしに，素朴な観察や飼育・栽培など

を，毎年同じように行っていることが予想される。

このようにみてくると，生物の分野では，低学年の素朴な観察がともすれば

深まりなく毎年同じように指導されており，観点のはっきりしたやや高度な高

学年の実験視察が比較的行われていないということが推定される。このことほ

機械と道具の分野が高学年でもよく実施されていることと対比して，ひとつの

大きな問題点といえるであろう。

(5) 自然の保護と利用

この分野の実験観察実施率は48%で「生物の生活J，r健康な生活」などの実

施E容を相当程度下まわっている。実験観察項目数も少なく (1め， 大部分が6

4ジ主に配当してあるもので，配当率も集中度も高い12項目と，配当率も集中度

も低い4項目に明瞭に分れている。配当部・集中度とも低いものは，つぎの4

項円である。

4年..• 
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ラ年・・・種あぷらをしぼること (199)

6年・・・・まゆから糸をとること (197)

実験観察実施本が85%以上の項Hはなしこれにつぐものとして，80~84% 

の実施不全示すつぎの3項目があげられる。

4年・・・木炭をfllる実験 (198)

6年・・鉱石傑本の観察 (201)，まゆから糸をとることく197)

この3項目のうち，木炭を作る実験とまゆから糸をとることは，さきにあげ

たように，配当率，集中度とも低いものであるから，指導内森としてとりあげ

た少数の学校では実験観察がよく行われているということになる。おそらく学

校所在地の地域性によるものであろう。

実験観察実施皐が30%以下の噴目は，つぎの 4~貫目である。

5年....m油をしぼること
6年・・・・方鉛鉱から鉛をとり出す実験 (202)，なヮとう作り (205)，とうふ作り

(206) 

主として6年生に配当してあるこの分野の実験観察項日では，その理解内容

を少し深めよう之すると小学校児童の発達段階としては無理であり，そうでな

ければはっきりした理解内容を伴わない単なる経験をさせるにすぎないという

ことで，いままでも指導上いろいろ問題のあったところである。この分野の実

験観察指導がふるわず，講義 ・説明などによる指導が多いことは，以上の問題

とつながるものとして，あるいは当然のことと理解ーできるのである。この分野

の内容が，新しい学習指導要領では相当大幅に配当がえされていることをつけ

加えておくこととする。

(6 ) 天体の動き

この分野の実験観察実施率は「大地の変化」の分野とともに最も低く，いず

れも43%を示しているにすぎない。また大部分の実験観察項目は，配当率が比

較的高く (60~90%) 集・中度が低い (20~40%) ので， 2こ学年以上にわたっ

て同じ項目がくりかえし指導されていることが多いと予想される。実験観察に

より指導しないところでは3 視覚教材によるかp 講義・説明などによっている

わけであるが，講義・必明などによる指務の割合が33%，視覚教材による指

導の割合が15%になっていることを考えると，この分野の今後の指滋を改善す
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る余地がきわめて大きいといわなければなるまい。

実験観察実施率85%以上の項目はわずか1項目で， 4年生配当の「いぶしガ

ラ久を通して太陽の表面をみる」がそれにあたヮている。15<.対に実施率30%以

下の項目数は6項目で全項目教 (17)に対する割合は約35%の高率になって

いる。この 6項目はつぎのとおりである。

4年・・・・星図・星座早見紘による星障の観察(13)，星廃の季節による位置の変化

(13)，望遠鏡による月の観察 (11)

5年・・・・北斗七星の日周巡動 (14)，流暴の観測 (17)

6年・・・・日の出・臼の入の時刻と位置の変化 (2)

この分野の実験観察がふるわないのは，その観察対象の多くが夜間の天体で

あることがいちばん大きな原因であるように思われる。特に夜間における継続

的な観察の指導が閤難なため，いきおい，講義や説明などですまぜてしまうこ

とが多いと考えられるので，学校以外における児童の観測を管理する方法と視

覚教材の活用を今後大いにくふうしなければならないであろう。実際の観測を

伴わない天体の学習が観念的なことばで毎年同じようにくりかえされているこ

とはなんとしても改善しなければならない実態である。

(7) 大 地の変化

この分野の実験観察実施率は「天体の動き」の分野と|甫じく 43μで最も低

い。実験観察によらず，視覚教材によって指導している割合は20%，講義・説

明などによって指導している割合は22%で， r天体の動き」にくらべて視覚教

材ーによる指導の割合が高くなっている。このととは，この分野の視覚教材が掛

図や写真・スライドなど静的なものでもある程度の効果ーをあげることができる

のに反し， r天体の勤き」では，動的な構成をした視覚教材によらなければ効

果をあげることがむずかしいものが多いことによるものであろう。いいかえれ

ば，この分野では 「天体の動き」の分tl野にくらべて3 視覚教材が使いやすいと

いうことがいえる。

またこの分断'の実験観察項目の配当は4年生と6年生に集中しており，配当

本も比較的高いので，指導内容としては，多くの学校が4年生と 6年生に配当

しているといえる。

実験観察実施E幹部μ以上の項目はなく，反対に30%以下の項目は10項目で全
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項目数 (19)~;:.対する出合は約53% となれす分野中最も高い。その項目をあ

げるとつぎのとおりである。

4年・・・・jllの上・中・下流のようす (119)，砂丘のようす (117)

6年-ー-地すべりのあと (121)，河岸段丘・海岸段丘(123)，風化作用(125)，

化石の採集 (126)，断層 (129)，扇状地く124)，鐙乳洞 (122)，

火山の宗観(i27)

これらの項目をみると，観察しない原因としては，学校の所在地による地域

的な制約が第一に考えられる。これはある程度やむを得ないことではあるが，

社会科の地理的内容に関連しながら，遠足・修学旅行などの目的地を意図的に

選定することと視覚教材の効果的な活用とにより今後の改善をはかることが必

要であろう。

IV 中学校の実験観察実施状況とその考察

(ー〉 実験観察項目の学年配当状況について

各学年に配当した項目について，中学校全体として学年ごとにみた場合どの

ような割合になるであろうか。図5はその学年ごとの割合を示したものであ

る。

図 5. 各学年配当項目数の割令

、
I 1 - 半 (59~ゐ)

於沢弘司 ュ 坪(29匹、)

iiiiimmu三斗 (!2%) 

図5にみるとおり，中学校における実験観察項目の学年配当に関する大きな

問題は，学年聞の配当項目数のちがいがきわめて大きいことである。

実験観察項目の過半が1年生に集中していて， 2年生では1年生の項目数の
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半数， 3年生では 2年生の項目数の約半数で， 1年生の4分の1にも達しな

い3 つまりこれを実施するについては， 1年牛.では指導内平等が多すぎることに

忙殺され， 3年生では実験観察が中心であるべき理科学習に案外実験観察すべ

き内容が配当されていないということになる。

この原因11，学校の理科の教育課程に由来すると考えられるが，根本的には

中学校の理科指導要領，教科書に起因するものと考えられる。中学竣の各学年

について，年間実験観察項目がどれくらいであることが妥当であるかという問

題は本調査の範囲外であるが，これだけの量的な差異のあることは，まことに

不均衡であり，中学校3年間の理科学習の進め方に多くの問題を与えているで

あろうと推察される。

さらに，以上の配当項目は分野別にどのようになっているであろうか。

図6は分野別に学年配当項目数の割合をみた図である。

図 6. 分野別学年配当項目数の割合

化学

3OW506070aD9010喧%

~ '" '" '" '" '¥j -年 8f'Yo
ニ王手 19"/0
三年 0%

o 10 20 

生物

物理

地学
一年 100，/'
ニ主lO. 0% 
三与 0%

E二コ←土手 尽~ニ年

一一一
一研一

生物の分野でみると，実験観察項目はすべて1年生と2年生に配当され， 3 

年生には配当されていない。物理の分野では，各学年にわたって配当されてい
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るが，その割合では， 2年生がもっとも多く， 3年生がこれにつぎ， 1年生は

もっとも少なくなっている。化学は物理と同じように各学年にわたヮて配当さ

れていて，その割合は， 3年生がいくらかさがるが，ほぼ各学年とも同じ比率

で配当されている。地学はこれに反してすべて1年生に配当され， 2年生・ 3

年生には全然配当されていない。

まえの図5とあわせ考えると， 3年生は配当項目数が他の2学年に比較して

最も少なく，しかもその内容は物理，化学の分野に限られており， 1年生は配

当項目がもっとも多く，中学校理科の地学の分野全部の項目と，生物の分野の

項目の大半をふくんでいる。 2年生には生物の分野では，一部が配当されてい

るにしかすぎない。

物理や化学関係の実験観察項目の多くが，実験室内で実験観察を実施するこ

とが可能であるのに対して，生物や地学では，広く野外で実験観察することが

多く，また，まとまった実験観察を完了するためには，物理や化学の分野の諸

項目より継続的に長時間を必要とする場合の多いことを考えると，この分野別

学年別の配当項討の片よりは， 1年生に多くの無理を与えているのではないか

と考えられる。その無理のため，生物や地学の項目のもっとも多い1年生で

は，それらの実験観察項目について実施はしたものの，きわめて不満足な状態

で指導されているのではないだろうか。

(ニ〉 最頻配当学年における指導内容の配当率と集中度

学年配当の全体傾向は以上のとおりであるが，個々の実験観察項目について

学年集中度はどのようになっているであろうか。巻末に掲げた調査結果一覧表

の「指導内容の学年集中度」の欄の数値を個々の実験観察項目について参照さ

れたい。

集中度は大部分41μより90μの聞に分布していることから考えると，中学校

では，調食対象校全体をとおして，実験観察項目の学年配当が，各学校聞に大

差がなく，しかも全県的にみてそれぞれの項目の配当学年が固定していると考

えることができょう。

以上の傾向をさらに分野別に集中度の高いl肢にみると，物理，地学，化学の

11聞で，生物は低い。
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しかし，全体として中学校では同ーの実験観察項目をい〈つかの学年で軍複

して指導している場合は少ないといえる。とくに物理の分野では学年の集中度

が高く，地学がこれにつぎ，化学，生物の)1闘となゥており、生物の分野の集中

度はひくい。生物の場合も問題となる重複のみられるのは1・2学年の間だけ

である。

いずれにしても，中学校では，生物の分野の生理と分類の領域を除いて集中

度は高く，学年聞の指導の重複は問題とならぬくらいに低いことか.ら，全県を

とおして理科教育課程に共通性の高いことが強く感じられる。

この集中度の高い理由については，教育課程の共通性の高いこ左のほか中学

校が教科担任制をとっているために，学習の系列をおさえやすいこと，つまり

小学校のように担任変更による指導系列に混乱を生ずることが少ないことや，

また，全学年といっても 3学年であるため，現在指導している学年を中心とし

て近接している学年の指導内容を常に検討しながら指導を進めることが，小学

校に比較して容易であるということもあるであろう。根本的には指導計画の共

通性の高いことが最も大きな理由と考えられるが，このことについての是非の

問題はいろいろ検討する必要があると思われるけれどもここではそこまでふれ

ない。

(三〉 指導形態にみられる傾向

( 1 ) 分野別の傾向について

きて，これらの実験観察項目は，中学校において，それぞれどのような指導

形態をとって指導されているであろうか。まず分野7]1]にその傾向についてしら・

べてみよう。

つぎの図7は分野別にそれぞれの指導形態の割合をしめしたものである。

区17についてみると，実験観察学習として実施した割合では，高い物理・化

学の群と，低い生物・地学の群にわかれる。なかでも物理はもっとも高く生物

はもっとも低くなっている。

このことから，物理・化学の諸項目は実験観察として実施するに容易であ

り，これに反して生物・地学の諸項目には，それを実験観察学習として実施す
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る場合には悶繁盛;な事情が，介在しているということが考えられる。

図 7. 指導形態の分野別傾向

生物

物建

化学

地学

金分野
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視覚教材を中心とした指導形態の割合は全体として低L、。分野ごとにその割

合の高い方からみると，地学，生物，物理，化学のj願である。この指導形態は

実験観察学習で指導した割合と比較すると，対照的であって，実験観察学習の

実施率の高い分野は，視覚教材を中心とする指導形態の割合が低くなっている。

この傾向は，つぎの講義中心の指現形態の場合にもいわれることである。し

かL，講義中心の指導形態をとっている場合は，視覚教材中心の場合よりその

割合がはるかに高くなっている。 • 
分野ごとにみると，生物と地学，とくに生物では講義中心の指導形態が40%

-に達し，実験観察で実施した割合にほぼ匹敵しているのは問題である。同じく

講義中心の指導形態の多い地学の分野では，視覚教材による場合が生物の分野

に比較して多しまた，地学の分野の実験観察項目の内容からみて，たとえば

r )11の作用によってできたいろいろな地形の観察」のように，視覚教材を並用

することがより効果をあげ得ることも考えられる。地学の場合の三つの指導形

態についての傾向は以上の点から理解される点もあるが，生物の分野の講義中

心の割合の多いことについては，問題とすべき多くのことがらがふくまれてい

ると思われる。
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しかも，この調査にあげられた項目は，中学校理科の全内平等ではなくて，当然

実験観察学習として指導されるべきものを選択した基礎的な項Hであることを

さらに考えておく必要がある。

(2) 挙年別の傾向について

分野別に各指導形態の割合をみたのであるが，これを学年;}jIJlとみると，その

傾向は，図8のとおりである。

図 8. 指導形態の学年別傾向

_ l'l-

ニ年

L 斗

会学年

匡雪frmr仁ゴt舘;ぉEヨ官民3?3hjZZ2立;同信

1年生より 3年生に進むにしたがってP 実験観察実施率はしだいに増加する

が視覚教材中心の学習指導や講義中心の形態は，しだいにさがってくる。つま

り学年の進むにしたがって，実験観察学習の形態、で指導することが多くなって

いるといわれよう。

しかしながらこのことは，学年の進むにしたがって，実験観察学習の指導形

態をとる場合の絶対量が増加するということを意味するものでないことを注意

する必要がみる。

このことは実験観察項目の学年配当状況と比較すればすぐに理解されること

であって，実験観察学習として指導した項目数は，1年生では68項目， 2年生で

は43項目， 3年生では19項目であるから， 1年生の実験観察実施率は全学年中

最低ではあるけれども，実施項目数は各学年を通じて最大ということになる。
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また1年生では，配当された項目数に比較してー，視覚教材や，講義によって

指導した場合が多く，，学年の進むにしたがってその二つの指導形態の割令が下

がり， 3年生では実験観察実施率が最高となることについては， lV，同，(1)，配

当項目の分野別傾向でみたように，地学関係の項目が1年生に，生物関係の項

目;oq年生と 2年生に，そして 3年生がほとんど物理，化学関係の項目である

ことからみても理解される。

いずれにしても，中学校では，おのおのの学習形態の中で実験観察学習とし

て実施した割合が各学年を通じて50%に達しているととからみて，実験観察学

習は比較的よく行われているといえよう。

(四〉 実験観察学習の実施状況

おのおのの指導形態、の割合を，学年別にまた分野別に検討したので2ちるが，

さらに実験観察学習の分野別学年別実施状況に焦点をあて，実験親祭学習とし

て実施されている項目と，実験観察学1習以外の学習形態で指導されている項目，

を対比しながら，実験観察学習を容易にしまた困難にしている条件を考察し

てみる。

く1) 各分野における実施状況について

各分野の個々の項目について，実験観察実施率の分布を図9によって示す。

各分野を比較すると吹おのおののピークは生物の分野は21~30%，物理では

61~70%，地学では71~8.0%，地学では61-70%の実験観察実施率を示すとこ

ろにあり，それぞれのピークにふくまれる項目数の各分野の全項目数に対する

割合は，生物では23%.，物理では24予ム化学セは22%，地学では19%となっ

ている。

しかし各分野の折線の傾向をみると，物理・化，学が全体としてピークの前後

に集中しているに反して，生物・地学は全体に分散している。つまりこのこと

からして，物理・化学の分野では各校とも共通して実験観察学習がよく行われ

ているといわれよう。これに反して生物では実施率が21~30%に集中している

傾向からみて実験観察は各学校を滋じて不娠であり，地学については，各実験
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〉

観察項目のとりあげ方について，学校聞に相当のちがいのあることが考えられ

るo

図 9. 実験観察実施率の分野別度数分布

% 
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5 

一一ー一生 物
一一一 特捜

-.一-1t i'j! 
')(-'X'一地学

L品3おお誌見易易 ZF槻寮寅糊

分野全体としては以上の傾向であるが，さらに実験観察学習の実施状況を分

野内の各領域ごとにみたならばどのようになヮているであろうか。領域ごとの

実験観察実弛率の平均をプロフィルにかくと図10のようになる。
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図 10. 分野内各領域の実験観察実施本
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J野内各領域の傾向安みると，全体として二つの傾向がみられる。一つは物
理・化学の各領域にみられる傾向で，物理の気体の領域，化学の食品と繊維の

f領域で，実験視察とLて指導した割合が若干低い以外は，おしなべて大差なく

指導され，ているのに比較し，生物と地学では実験観察として指導した割合が領

域間で大きく変動している。

とくに生物では，それがはなはだしし分類の領域が65μを出るのに対して

発生，牛ー殖の領域は20%にしか速しない。また生態の領域も著しく下がってい

る。

地学の分野では，地質の領域の実験観察実施本がとくに低い。

このような分野ごと領域ごとのちがいは，個々の項目の検討により，その起

肉するところを推察することができるが，その検討をする前に，実験観察の実
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縮率を学年ごとに検討してみよう。

各学年ごとにみた実験観察実施率度数分布とその比較(2 ) 

実験続祭実施率の学年別度数分布図 11. 図11は学年ごとの実験観察

キ
ヰ
ヰ

実施率度数分布を1図にまと
% 

めたものである。

30 1年生は全体として実施率

また項闘についてがひくく，

もー定の傾向はない。 2年生

しか3年生は実施率は高<， 

も集中度合よりみて，
25 

どこの

学校でもとりあげた項目につ

いては共通して実験観察を実

金
施していると考えられる。

以上，lVの付， C::;)，同，帥

にわたって検討してきたこと

から考えると，実験観察実施

まり中学校の理科で実験観察

の実施を容易にし， また困難

にする条件は，生物・地学の

10 2分野と物理・化学の2分野

を対照させることにより推測

し得ると考えられる。

そこでつぎに，以上の点を

「ーて5 
考えながら具体的に実験観察

実施率の高い項目，低い項目

の個々について検討してみる

~b itQ~1峨規制網

家の高低を決定するもの，つ

I '.'クI 司I 41 5.' 6，1 7/ ，b 20 ~ ~'o 出 6'0マ'0 150 
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(五〉 分野別にみた実験観察実施率の高い項目と低い項目

( 1 ) 生物の分野について

生物の分野で，実験観察実施率の高い領域1・:t，形態 ・生理 ・分類で，低いの

は生態・発生生殖である。この分野全体として，領域にとらわれずに実施本7(

μ以上の項円をあげるとつぎのとおりである。

学 番 分 領
突 険 fil'l 察 項 日 竺笑i|き新年 号f 野 以

1 181 生 形態 植物細胞の鋭袋 46 77， 

2 I 1l 11 11 カエルの解剖 43 72 

2 I 13 11 生理 唾液によるでんぷんの消化作用の笑段 50 74 

2 l? IJ IJ 人間のE手放作用や阪本びんに飼育される鮭などによっ う2 ?8 

て，動物の呼級作用".:.:.-行っていることをしらべる災験

1 122 IJ 分類 植物の採集，さく誕の製作，分類 88 89 

つぎに，実験観察実施率が30%以下の項目宏あげると，つぎのとおりで夜

る。

21312i t 実験むi 察項 同 2島
1 I 6 I生物|形態|有はいにゅう，無はいに。う紹子の比較観察 I 20 I 28 

7 I IJ I 11 I径ご了、の散布?去のちがL、による形態，構造の差呉の観察 121 127 

1 19 I 11 i宅殴!日照の度合，風通し，温度等の条件により蒸喰作用の程 Il5 I 28 

I!愛のちがうことの実験

1 20 I " I生態l その形態，生態をmI!~突するための動物飼育
a，ほ にゅう室長 12 21 

b，烏 鉱: 12 20 

C，雨 E包 事鼠 18 29 

b，魚 鋲 15 28 

e，軟体動物 9 

f，腔腸動物 9 2 

1 I 21 I 1/ I 11 Iその生態を観察するための怪物栽培
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a，ポットと極Aの培養液による栽培 I 9 I 18 

b，分類を主とした栽培

C，食虫植物や闘装組牧1のような，特殊な，あるいは I15 I 31 

高級純物の意見士宮・

d，水中，海辺のような特殊環境の植物の生態観察 11引 26
e，つぎ*，とり木の央習 I 12 I 21 

1 ¥25¥" I差益|マメ，ァ問など双子純物p イネ，トウモロ当シ， 111120
など単子葉植物の温度， r~度のちがし、による発芽の様手

貯蔵でんぷんの変化をしらべる宍!験

11261 " 1 " Iュリ，チュウリバ・P タマネギ等の花粉締p 花粉管の I8 I 15 
成長の観察

まず実施率の高い項目について検討してみよう。「植物細胞の観察」は，コ

ルIJ，タマネギ等により染色の必要もなく簡単に検鏡できる。材料は身のまわ

りにあって入手は容易である。「カエノレの解剖」は本県では都会地の一部を除い

てどこにもカエルはいるし， 用具としては小刀・板・針で代用できょう。 n!!li

液によるでんぷんの消化作用」は小学校でもよくする実験であるが， I中学校

理科基礎実験」の指示どおり実施するとして，試験管・ビーカー・でんぷんの

りだけでよい。日中にめし粒をおいてかむことによってもこの実験は実施した

といえないことはない。最も実施率の高い「採集・さく禁・分類」は課外で採

集してきく葉にし，教室で分類するとし、ったかたち，あるいは分類までも課外

ですることができる。

つぎに実施率の低い項目について検討してみよう。生態の領域で実施率の低

いのは，ほとんど飼育栽培による長期観察を必要とするもの(教師が1時間1

時間の背後に，準備のため多くの努力を必要とする〉である。また，学校の所

在地に制限されたり，教師の事前検分を必要とするような「水中，海辺のよう

な特殊環境の植物の生態視察」の項目も低い。この項目は当然採集を伴うこと

i が予想されるが，こうした項目の実施率が低く，ごく一般的な採集分類が実施
率において最高であるのとは対照的な結果である。

実施率の低い発生生殖の項目についてみると，発芽実験，花粉管の検鏡など

は，学習の進み方に即して適時に事前準備をじなければならないし，一定の圃

場を常に管理しておくことが必要である。また長期間にわたり，ただ日課表に
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ある理科のi時間だけでなく適時適切な観祭指導を必要とする。花粉はつぎの理

科の時間のくるまで冷蔵庫にでもいれておかねば，その発芽を待たせるわけに

はし、かない。

以上実施率の高い項目と低い項目とを対照してきたのであるが，その高い低

いに関係する条件を列挙するとつぎのようになるかと思う。

。実験観察指導の時間的制限である。日課茨に位置づけられた理科の時聞に

完了できるものはよく実施されているが，長期の指導を必要とし継続観察

を中心とする項目の実施率はさがる。

また，計画を観察対象に即してダイナミッグに変更し，実験観察内容の

適時に実施しなければならないような項目の実施率はさがる。

0-定の場所を必要とするもの，たとえば，理科国とか顕微鏡をセットして

おく場所を必要とする項目の実施率は低い。これは中学校が理科教室や付

属室を特別教室として保有しているかどうかにも関係があると考えられ

る。

。用具や資料をあまり要しない実験観察項目についてはよく実施されてい

る。

。準備を必要としないーこれは比較的なことであるがーその場にのぞんです

ぐに実施できる項目の実施率は高い。これに反して「種々の種子の散布法

のちがいによる形態の差異の観察」というように，事前に標本を多く採集

し準備しておかねばならぬような項目の実施率は低くなっている。

(2) 物理の分野について

この分野では全般に各領械にわたって実施率は高く60%をこえている。しか

も気体の領域を除いて実施率は各領域ともほぼ平埼している。よく実施されて

いるといわれよう。

気体の領域にしても40%をこえているのであって，生物に比較するとそれほ

どひくいものではなし、。実施率を生物より10%あげて80%，および30-%を境界

として実施率の高い項目と低い項目をつぎにあげてみる。

(実施率の高い項目〉
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突 験 自
学|番!分 |領

}竺巴竺l ~
1 1301物理|液体|物体を水中にいれると排除する氷の目方だけi降くなるこ

観 祭 項

とをしらべる奨験(アノレキメデスの原理〉

" 131 1 " 1 I1 1液体には表面張力のはたらいている ζ と，液体に物をと

かすと表面張力がかわることをしらべる実験

" 132 j " 1" 1速通貨ではその形にか肋らず，水面の高さが等しくな
ることをしらべる笑験

21381 " 1 h 1てこのつりあいをしらべる実験

1/ 141 1 I1 1 I1 1ふりこの等時性をしらべる突験

1/ I生6I I1 I光|凹函館による光の反射之像のできかたをしらべる実験

fI I 50 I 1/ I " I凸レンズによる光の屈折と像のできかたをしらべる突験

I1 I 51 I 11 I " I凹レンズによる光の屈折と像のできかたをしらべる爽験

" I 54 I I1 I I1 I三角プリズムによる光の分散をレらべる突験

" 159 I " I熱 |熱のったわりかたをしらべる笑験

I1 161 1 I1 1憶気|磁石をつく て磁界の方向や強きをしらべる喫験I .， I磁気| つ

I1 162 I " Iη|鉄に磁石を近づけると近くに同名，速くに異名の極ので

きるこιをしらべる尖験

tt↑67 I I1 I " I電流は磁気作用を生ずることをしらべる実験

3 1 44 1 tt 1営 |振動の周期の等しい発音体は共鳴することをしらベる突

験

笑雪建

数華
68 85 

68 80 

91 82 

52 93 

52 81 

75 83 

74 87 

76 85 

69 86 

72 79 

78 出

88，192 

64 I 82 

一崎直
l
ゅ

実

数

明

」

以上の個々の項目をみると，実施率の高{氏に関係する特殊な条件というよ

り，物理実験全体に共通な条件が実施率を高くしていると考えられる。領域

として「気体」はさがっているが，これは気体に属す・るのはわずか3項目であ

り表にあげた以外の項目が40払またはそれ以上の実施率を持っところからみ

て，領域として実施を開難にしている条件があるのでなくて特殊なトリチェリ

ーおー



ーの実験」の実施率の低いことが，この領域の実施本をさげているのであると

考えられる。実施率を高くしている条件として，各項目を通じで共通にあると

推察されるのはつぎのことであろう。

。用具が簡単で，日常いつどこでも実験ができる。たとえば述通管一芥あれ

ば「形のいかんをとわず，水面の高さは等しくなる」といち実験は時と所

とをとわず実施できょう。三角プりズムによる光の分散にしても，プリズ

ム1本あればできることで〉そこには特別な実験技術を必要とするわけで

はない。

。実験操作が簡単である。予備実験をしなくても用具がそろヮていれば，.た

いていまちがいは少ない。音の共鳴にしても同じ振動数のふた組の音文と

共鳴箱があれば実験可能である。

。実験観察学習としてまとまった学習過程を，比較的くぎられた時間内で完

了できる。事前の用具の準備が必要でも「てこのつりあいJrふりこの等

時性」の実験実施率の高いのはそのためであろう。

しかもごうした用具を簡単に普通教室に移動できるのも実施率を高めて

いると考えられる。

なお実施率の低い事例は「トリチェリーの実験J ~{rJのみであって，おそら

くこの実験特有の条件によって実施率がさがヮているのであろう。これから物

理全体に適用するものをひき出すのは困難である。

物理の分野は全体の中でいちばんよく実験が実施されているのであるが，用

具さえあれば実施できることや時と場所にあまり制約されないとしはことが，

その実施率をあげている理由であろう。

そしてこの理由は生物の分野の実施率に関係する条件とまさに対照的であ

る。

(3) 化学の分野について

この分野も物理と同じように実施率は高い。分野内領域の実施状況も，物理

とだいたい同じような傾向を示している。物理の分野主同じく実施率80%以上

主30%"以下の項目をつぎにあげてみる。
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(実施率の高い項目〉

学 番 分 領
突 験 観 察 項 目

突 ~災施三年 門町戸 日野 域 数
ト一一

73化学水 アルコーノレ， 1吠験管， ~~騰石などの簡単な装置で水を蒸 71 85 

留する突験。

1/ 741 1/ 1/ 1 ，96'の硝酸銀溶液で天然、水中の塩分を検出する。 71 84 

" 771 1/ " ろ紙，ロートに工る水のらか実験。
86 92 

" 861 1/ 気体 ifi!J問責{じ水素，またはiiK索敵カリウムなどの酸化物から|隊
65 88 

素を分解させて抗告集する災験。

li 871 1/ 1/ 酸系の助燃f訟をたしかめる央験。 70 96 

1/ 881 1/ 1/ 金属に酸をはたらかせ水素を発生させて採集する突験。 53 86 

11 901 1/ 1/ J.K~認が空気ιl'でよく燃えるこ主をしらべる実験。 67 80 

" " 二間変化炭素には助燃性のないことをたしかめる実験。
ラ2 81 

'1 951 " 1/ 二民主化炭素は手i灰7)くを白濁させることをしらべる実験。 57 88 

2 12J 1/ 燃料 ほのおの炎心に可燃怯の気体のあることをたしかめる央 45 80 

除。 . 
" 127 
1/ 食品 でんぷんからのりをつくる実験。 53 81 

11 128 1/ 1/ でんぷん液のヨード反応をしらべる災験。 68 92 

1/ " 熱，アルコーJレ，酸によりたんぱく買をぎ k う固させる
58 83 

尖除。

1/ 137 " I繊維いろいろな繊維の検鏡による比較鋭然。 77 86 

1/ 138 11 11 いろいろな繊維の燃鋭のさいの比絞観察。 71 85 

3 981 1/気体 磁i裁を燃焼させ，また!llI硫酸ソー〆を分解させて亜硫酸 40 80 

リ 10211F!?

ガスを発生させる宍験。

食J1..i水を電解すると陽1阪には塩素，陰極には水素と水酸 58 84 

イじナトリウムを発生することをしらべる突験。

" 波r~ê殴より希硫般をつくる実調。 62 94 

11 中和の指示薬としてフェノ ーノレプタレソ， 9トマス試験 日 86 

|紙の使用法の畑。
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〈実施率の低い項日〉

学 T書 分|領 実 実

年 u. 野域 突 足先 観 祭 学 習
数四i

2 1 123 化学食品 牛乳から脂肪を分離する実験。 7 1 12 

" 124 " " 牛乳からカゼイγを分離する突験。 12 22 

この分野の実施率の高い項目については，物理の分野でいわれることがその

まま適合する。

限られた時間内での実験観察をとおしてまとまった問題解決学習の形で学習

を完了できること，実験結果が明確であること等である。しかも妓l勾の実施率

を示す「でんぷん液のヨード反応J;-濃硫酸より希硫酸をつくる学習」等~ì用

具もほとんど必要としない。さらに化学における基本的な「酸，アノレカリ反

応」などの学習もよく行われている。

実施率の低い二つの項自は之もに食品の領嫁lこ属する項目である。食品と繊

維の分野は化学の中でも実施率の低い領域である。付表についてみると「でん

ぷんのヨード反応」のような簡単な項目の実施率は高いがp 実験の復雑な，つ

まり手のかかる，そして特殊な準備(たとえば分液漏斗，エーテノレなど〉を必

要とする項目の実施率が大体におちているのは問題である。この傾向は化学の

分野においては物理の分野よりもやや明りょうである。

く4) 地学の分野について

く実施率の高い項目〉

~主|番
央

年 J~. 野域
験

159 地学|議 気温の日変化の測定。

観 祭 現 目

" 
168 " " 毛32湿度計"J低湿球湿度計，セロファソ湿度計の使用)j

~lミの実習。

I! 1861 " 岩鉱石物 L 、ろいろな鉱物の特徴の観察

a j定 銅 鉱

b 黄 鉄 鉱

C 赤 欽 鉱
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突
言率| 

数

75 83 

80 85 

51 771 

43 172 



d 石 英 (7k品)

r ~時

s硫黄

(実施率の低い項目〉

学|番|分 1鋲|臥 |実|宗
1:: 1 以 | 院験観祭項目 1 ~~ 1施ι|号|竺竺I -" W'̂' "". "" "_'" ，_. 1 ~ .1笠

1 11481断‘議|月闘であり表面には噴火口，海，平原があることをた 120125

しかめる閥測。

11 I 15司11 j " I天の雌が次第にその位位を変えることの観測。 111116 

11 I 1矧"I 11 I恒Aの観測。

d 大きさ 1 13 1 19 

b 色 113 1 19 

c 明るい星と暗い星 1 15 1 22 

d ~光星 I 31 5 
e述昼 1 4 1 7 

f 恒星と惑星 1 9 1 15 

g 高度方位 " 1 4 1 7 

h 雨 中時刻 I 8 I 9 

11 1 1551 11 1 11 1足時計の製作。

" I 1631 11 I 11 Iピュフオート風力階級による風力の測定。

1/ 1167 " 1 11 I風向 ・瓜カの年変化の観測。 118 1 24 

11 I吋"1 " 1ろ紙のぬれかたによる雨滴の大きさの測定。 1111 20 

" 11801 11 1地問川の作用によってできるいろいろな地形の綴察。

a 河 岸段..lr.

b 扇状地

C 川の蛇行

d 三日月湖

'1 ¥ 179¥パ"I 献による渡しよ し 巡聡たし彩~CI)=fffflの観察。
"い87¥"間断の牒とその分類。
" I 1叫 11I " I 鉱物の採集とその分類。
11 I 18'ヲ'¥" I " I 化石の採集とその分類。

27 I 25 

20 I 23 

22 I 2ラ

27 1 14 

12 I 30 

3 1 6 

川5120 

120 I 29 

地学の分野で実総阜の府i低によって項Hを比べてみると，天体・気象の領域

では「気温の日変化」というような小学校と内容の大差ないと思われる観測の
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実施本は高いが， 「風 Ií:~ ・ 風力の年変化の観測」というような関連的考察を伴

う観測や「どュフ庄一ト風力階級による風力の測定」のように限定された目的

によるーそれには継続的な指導を必要とする一測定や観察の実施来はひくい。

また，あるきまった時期に特殊な用具を必要とする項fl，たとえば望遠鏡で，

特定の時季の夜間に月や恒星の観測をするという項目に類するものの実施率は

きわめて低いのである。

地質についてみると，実施本の低い項目の観察は場所の限定されていること

に起因すると想像される。こうした項目については，あるいは視覚教材による

のが妥当であるとの考え方もされよう。しかし付表によると，これら実施率の

の低い項目の視覚教材利用の割合は低く，講義が故高の割合をしめしている。

地学全体として講義による割合が，生物についで中学校理科の回つの分野の中

で多いのである。したがってこれら実施単の低い項円は指導されているとして

もほとんど，講義によって指導されていると考えてよいのではないだろうか。

鉱物岩石の分野をみよう。この分野では日常入手しやすい鉱物岩石の観察は

よく行われているが，野外で実習しなければならない「採集と分類」が著しく

低いのが円だっている。

同じ採集であっても一般的な純物採集が最高の実施率を示すのと令ーく反対で

ある。この問題については，場所に限定されたり，理科の援業中に実施できな

い場合が多いということは理解されるが， 1年間の'乎校生活を考えるならば，日

課表以外の学校内外における生徒の生活の管理などの研究や見学旅行等の綜合

的な計画と実施により解決することが可能な点もあるのではないだろうか。

以上，各分野にわたって実施率の高低を項目に即しながら検討した。これら

の問題についてその傾向を要約するならば，

。日課表にくみこまれた学習時間に規制されており，生徒の生活環境全体を

学習の場とし，生活時間全体を学習時間とする綜合的な観点から計画がた

てられていないために実施率が低〈なること。

1'1事前準備，予備実l放を必要とする実験項目は実減率の下がっていること

。継続的作業や観察を必要とする項円の実施率が低いこと

などが，全体として共通に感じられる。そして，この傾向をとくに顕著に感じ

るのは生物と地学の分野である。
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V む す び

一一問題の所在と改善の方向について一一

このたびの調査では，小・中学校における実験観察がどの程度実施されてい

，1 るかの現状をいくつかの観点から概観し，そこにみられる傾向を小・中学校別

. 

にさぐってみたのである。調査労法の不備などにより調査結果にあらわれたそ

れぞれの数値が，そのまま現状にあてはまるものとは必ずしもいえないように

思われるけれども，分野別，学年別p または実験観察内容の質などからみられ

る実施上の傾向は，おおよそまちがいのないものとみることができょう。

ここでは，このたびの調査結果にみられた小・中学校に共通な問題を要約

l-，今後の改善方向について簡単に述べることとする。

第3章，第4主主では，それぞれ小学校・中学校の実験観察実施状況について

検討してきた。ここであげられたいろいろな問題点を要約すると"準備や指

導に手のかかるもめの実験観察実施ネが他にくらべて低くなっているJという

こ主である。このことについて，やや細分された項目をつぎにあげてみよう。

。予備実験を慎重にしておかない之実験の成功が気がかりなもの

。用器具を比較的多く必要とし，実験技術がやや複雑なもの

。観察のための:場所や資料を整えるのに時間や手数のかかるもの

。日課表に配当された時間以外などの綿密な観察や観測を必要とするもの

。比較的せばめられた目的をもっ継続観察や観測など

このような傾向に反し，用器具や実験技術が簡単であり，予備実験や事前の

資料整備が不要で，いつでもどこでも短時間でできるような実験観察は比較的

よく行われている。特に 「生物」や「天体」・「気象」・「地質Jなどの分野でこ

の傾向が目立つことは注目すべきことであろう。

以上のような実施状況は，実験観察指導をとおして児童生徒の科学的な見方

考え方，あっかい方を高め，どこまでも事実をたしかめようとする科学的な態

度を育てるという理科教育の目的に照した場合，きわめて不満足な状態である

といわなければならない。
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この現状を改善するためには，実験観察指導に利用しやすい物的環境の整備

をくふうするとともに，実験観察指導技術の向上や，実験観察指導のための時

間的余絡を生みだすことなどについて，行政上学校運営上の施策ゃくふうがい

そがれなければならないと考える。今回の学習指導要領改訂にあたり，科学・

技術ι教育の振興がうたわれ，上記改善方向に即して着々施策が打ち出されてい

ることは喜ばしいことである。理科指導の時間には，実験観察学習をいつでも

行うことが普通になるような時期が，早く到来することを期待するものであ

る。また学習指導要領の改訂にともない，各学校では新しい指導計画の作成を

行うわけであるが，その際，この調査結柴もーつの参考とされ，調和的な計画

を立てられるよう期待してこの報告を終ることとする。なお，この調査研究を

担当したのは小田正衛，丸山吉夫の，両研究員である。
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百 資料一一調査結果一覧表一一

(ー) 小学校の調査結果一覧表
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ワ
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41 541 2311 351 10 441 11 

:!111111J 

野

太 111:校庭の日影にならない場所に1mくらいの彬
陽 1 1を立てて，影の変化を観測する

空121日の出 ・日の入の時刻と場所を 1カ月 i回ず
す1 1つ 1年間継続観測する
す 131いぶしガラスをとおして太陽の表面をみる
ま141季節により太陽の高きがどうちがうか，南中
聖1 1 r専の彫の長さによってくらべる

天 |元 151日時計を作り，時刻の測定をする

太き161昼夜の目。ができることを，地球儀(またはボ
|腸方1 1ール〉と電灯を用いてしらべる

体 I~ 1 71 q食や月食のおこるわけを，地球儀 ・テエス
白川 1 1球 .TIt灯など(三球儀でもよL、〉 を用いてし
凶 1 1らべる

時 181四君主の生ずるわけ(昼夜の長さ ・|暖かきなど
の院 IIのちがい)叩灯柑定しp 地球儀をそのま
|動 1 1わりでまわしてしらべる

し月よ|引きまづた時刻にどんな形の月がどこにみられ l
m引 |るか継続して観堅実する | 
働す'!InlJ3J'T'.IIf"1. d'\rØ;...JiIl_Ø:Jt:tI'1"\7Mlt，.."l:，~r.t!r'llll-:r"'irl~....).. I 動 I~'1101月の出入の時三刻や形の変化を継続的に観察す
IJj 1 Iる
|や 11リ月の表面を望遠鏡で鋭妻美する

き |尽 1121北雌・北斗七星を観察する
『の i1河原図や星座早見盤を用いて，おもな星座を観
よ 1 I察する

引 141北斗七星の運行を日明おきに観測し記録す
い|る
と1 1 
動 11引おもな星座について，季節ごとの位置のちが
き I 1いを観測する

方 1161わく足と恒皐のちカ1い(光り万・遜りみち〉
I 1を観測する
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生

611 \，、ろいろな刷物の桜.~あつめ， A畏毛・校根を 21 2 
観察する

621 '!tliの気孔を顕微鏡で観賞持する 6 81 7511 711 8 17 

63 同じ容況の水のはL、った;試験り方管にさした純物 6177 711 611 6 26 
の3実5の多少に業より，水蒸のへ がちがうこと
を験してp には倣作間のあることをた
しかめる

64裁が光合成によってでんぷんを作ることたヨ 6182 7711 47 141 30 5 
-1-"反応、でたしかめる

65パッタの呼吸作用を石灰7.1¥でたしかめる 6150 

~~II ~~j 1: 
4 36 

66 ~京のえらを解剖し観察する 6165 38 15 

67落事室を集めて形で分けたり，色でわけたりす 11 76 11 "3 2 
る

68'まいた磁予の発芽のようすを，残しておいた 21 16 221169 21 16 13 
鶴子のようすとくらべる

69 いろいろな観場所察すによって発芽するようすがち 31 37 30il62 3126 5 
がうことを る

環 70 円!僚の差異のある場所のwi物の育ち方を比較 31 37 2611 55 1129 15 
観鎖する

境 71 肥料の多少による植物の育ち方を比較偶然す 31 36 3011 57 01 31 13 
る

の 72 季節だよりをつくる 3190 33" 87 71 6 

~ 
73 野菜・草花内・果物・樹木など問の種察子すをる集め， 41 33 33' 58 101 16 15 
かたさや部構造などを比較

イ乞 74いろいろな他物の桜や地下廷を観察し，冬ど 4147 32 371 14 40 11 しのようすをしらべる

75いろし、ろな純物の冬芽をあつめ，冬ごしのよ 41 75 34 651 11 20 
。

kこ
うすを税策する

、 76鉢桁{えのwi物のおき方をか間えて，光と芽の例1 6156 39 691 7 26 o 
同 び方や葉のむき方の関係を ま慢する

る 77 ダイコンの種子を・ン性ャー災レ験などにまいて，J産 6161 5311 65 9122 5 の向日性と根の背日 の をする

形
78オジギ倍・ネムの来・スイレンの花などのOfl 61 32 4311 28 9139 2:; 
閉を観察する

君事
79 ツパメの生活を継続観然する 3140 3611 30 111 43 16 

8C カエノレ・カタツムりなどを飼って冬眠のよう 3148 35，1 12 27137 24 
すを制策する

81 成虫や卵や青虫なやさ泌なぎなどのす姿で冬観察ごしを 41 67 3411 39 191 35 7 
するいろいろ虫の冬のようを する

82種予定こまかくまいた湯す合とあらくまいた場 31 5C CI 21 11 
合の育ちプjを沌較観察 る

生 83 マメ科の植物の根を飢祭する 51 661 50 

7胡41ml86 2 

141 8 
物 84給ぶの分布と生育状況を継続して比較慨然す 51 261 34 26140 
(J) 

中日
る

五 85者f生純物を観察する 51 461 47 331 13 

震86 アりとアリマキの共生状況を観察する 51 571 55 14 371 11 

物

の

生

ヰ
白
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④ 

自

天

然
気

の
や

変 気

化
象

の

変

気

象
化

、J

871アサガオ・ カボチャなどのつぼみに袋をかけ
て結突しな¥j'、ととをしらべる

881アサガオ・カ!ボチキなどで人工受粉の実j換を
する

均

|⑧| @ 

89 オミのゆ観れ測方すや，煙のなびき方によって風の強
さを る t 

90 テープや紙きれを使って風の強さや方向を観
測する

91 温度計・を使って気温をはかる
ヲ2気f駐を継続して測定し，気温グラフを作る
ヲ3一定の時聞をうすき?めて，生す震が動いたり7診が変っ
たりするよ を写 る

ヲ4吹録流するしゃ風向計で風向をしらベ， 8方{立で記

9う 記気温録す・水る温 ・地視の一口の聞の変化を測定し

96 期分聞をすきめていろいろな雲を観測し，写生し
て類る

97 雪みの小片を黒布か録黒すいる紙にうけ， .虫めがねで
てその形を記

98雨量をいろいろないれもので測f宣する

99 木るの築や煙のなびき方によって風力を測定す

100 吹流しゃ風jJ言十を用いて風力を測定する

101 風力 ・風向の観察を総統して行う
102 雲をみて，その雲最を測定する

103 雲量の羽IJ定を継続的におとなう

104 気圧計を使って気圧を測定する

105 時刻及び場所をきめて降雪量を測定する

106 降雪量の測定を継続的に行ってP グラフを作
る

107 気温音i-を使って一定期間気泡の変化を測定す
る

108 7j(iffi¥.言十を使って一定期間水砲の変化を測定す
る

109 地温討を使って一定期間地温の変化を測定す
る

110 湿度計を使って湿度の測定をする

111 セロファモ/や毛髪を用いて湿度計を作り，湿
度を測定する

112 雨量音¥-を使って降雨笠を測定する

113 降雨量を継続[自に測定し記録する
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51 661 26 741 5 

51 471 26 671 1 

3181 26 911 0 31 71 

3181 27 911 0 
2231701 l 3157 35 581 9 

ヲ685]， 68 21 18 

41 60 39 65 3122 

ラ4833 '45 81 19 

5147 34 70 41 8 

5162 46 70 21 17 

51 69 57 70 4120 

ラ6ヲ58 59 41 2ラ

5164 ラ764 31 14 

5172 55 78 21 9 11 
ララ日 62 岱 11 4 31 

51 80 68 71 191 18 10 

51 61 48 76 61 18 

51 53 49 73 4122 

51 64 39 89 01 6 。5

51 SO 48 44 0121 35 

51 54 50 40 11 21 28 

51 67 54 81 01 11 9 

51 59 62 42 7132 19 

5171 59 71 41 13 11 

51 59 53 69 01 6 25 



11141年間の天気の変化を継続的に側tし記録する

平 均

@ 
|⑧l 。 I@!@l@l al九Id
. 115 川原るで右るあつめをしてた，角そのうあなる石右主とそなうい石， 41 73 3311 76 41 15 6 

いいな色けの石る，か でな
い石などに分

自 116 石なかうちさあっくたらり，かなづちでこわしたりし 41 62 3711 73 21 13 11 
てたをベる

117 砂丘のようすを綴露をする 41 40 38 211 25 421 12 

然 118 川が曲'守つ、っているところの右岸と左岸のようす 41 80 49 511 19 281 1 
大 をくべる

119 川の上流・中流 ・下流の工うすを線童話する 4189 45 271 30 391 4 

の 120 調~府のようすを実主l!に観要書する 6181 43 551 16 101 18 
地 121 地すべりのあったところを実地に観察する 61 52 51 261 21 141 39 

122 鐙乳洞を見学する 61 53 59 51 33 22140 
変 123 河岸段丘 ・海岸段丘など-k実地に観察する 61 62 61 30132 141 24 
の
124 問状地のようすを観察する 61 64 53 16135 211 28 

イヒ
125 風化作用のおこなわれたようすを観終する 61 63 ラl30120 441 6 

五E126 化石の採集をする 61 75 64 29123 28 20 

127 火山の景観を観る 61 84 62 8163 261 3 

E 128 いろいろな土を沈紋~験して， その組Eたをし 41 45 38 121 11 
イじ らべる

129 
1 断!替のようすを観察する 6181 57 251 37 341 '1 

〆大「 130 E重ねた紙をを商災倶殺jすからおして，し。う|泊のでき 61 77 73 801 4 101 6 
るようす る

却t 131 おみもな火成岩・堆積岩・変成岩について総本 6138 67 821 4 131 1 
をる

132 採集した石毛t版本によって分類する 61 6ラ5911 41 31 15 41 

133 花樹岩の組成をノレーベで観察する 61 65 79 411 7 24128 

平 均 1 661 5411431 201 22115 

@ |⑧
1 

。
lい|⑮Ilai九Id

I 1議 134 磁石で針や針金?をひきつけてみる 961 1 31 1 
石 135 磁石で鉄片をつけた人形や玩兵をうどかして 11 641 37 971 0 21 1 
!と みる
電

41 11 気 136 磁を針測ーや定機す磁る石毛f使L、，いろいろな場所で)'J位 31 691 52 951 0 
の
f"i. 137 磁化したぬい針を7J<に浮かべて方位をしらぺ ‘31 49 50 851 0 61 5 Tこ

きら
る

138 曜観ま池察すをIる直列・放列につないで，そのもがい合 4177 43 961 0 21 :2 
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1:吋区腕車列捌山でゆ]るさをくら 41 80f 45 961 0 21 2 
ベる

1401 7li灯の種類や緋造な観察する 5171 46 821 5 121 1 

141 電熱2告の構造を鋭雪をする 51 64 日C781 5 lラ i

142 コード・安全器 0';"-ーリソグ ・スイ yチ等を 5164 55 ラ919 271 5 
{克って電灯の関線有する

143 世鈴っくりをする 61 55 45 51 111 26 11 

144 電信機っくりをする 61 60 51 45 111 32 12 

145 モーターっくり身する 61 75 68 85 31 6 7 
機
146 
彩維絵・ををさ観作え察ぎりす，りブさる5えぎるも影のはの形い ・大きさ ・距

11 65 4811 91 21 5 4 
で，その ろいろかわる

こと

147 鋭を使って，きめた向原に太陽の反射光線を 51 66 431196 21 2 
械

あててみる

148 鋭にをも観の緩をすうつるしてみると左右反対にうつる 51 66 37 941 2 51 C 
光 ことと

149i !大長めきがねを目に近づけて物をみると， 正立で 2183 38 96 01 2 
く見えることを災験する

150 虫めがねを民からはなして速くのが色を凡る 21 79 39 961 0 31 1 
の すと，る紫色が さく倒立してみえること役実験

道

151 虫めがねで述くのを景色を白い紙の上にうつし 5149 40 851 2 81 5 
て，そのうつり方観察する

具

進 152 日光を虫めがねであつめて紙を鋭〈 2173 38 861 0 71 7 

153 tをgtに光験すをあてて入品、I角と反射角が等しいこと 5181 71 761 7 151 2 
災る

154 光が1わ1てやガラスの国に斜めにさしこむとえi向 51 81 79 80 71 12 
み がか ることを災験する

lうう l.qレγズでJ1i{象ができることを実験する 51 791 75 45 41 16 o 

Lう6r'1レγヌ:によってできる実像のむすび方につ 5! 821 7611 76 3120 2 

コぢ 157 
いて実験する

プリズムをJl1¥'、て太i協の光を七色にわけてみ 5185 71 部 11 11 1 
る

158七色どまをまわすと白く見えることを)!験す 5169 651 31 18 14 
b る

159 針穴写真機を製作する 51 70 g 

160 事るl'火写真機を作り， うつる像の変化~鋭袋す ラ85 541 21 24 17 
! 
161 {fのでるおもち々を集めてなら してみる 2166 31 951 C 

音
162 t.:.¥'、こをたたいて皮にさわってみる 51 71 35 901 C 

163 議は物雌動することによって出ることを笑 5185 45 91 11 8 i 
の する

性
164 宵-強のl調高低は振動すきる物の長銀 ・大験す小 ・振り方 5189 59 861 4 91 1 
の によってまることを爽 る

質 165 糸tll訴をfflり世の伝わりコ与をしらべる 51 66 44 711 4 171 7 

166 音は其空中は伝わらないことを尖験する 5182 79 381 9: 4( 

167 音叉を使って音の共同を実験する 51 831 7011 811 OJ 121 7 
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168 あぶり出しを作る 11 57 4011 97 01 2 

火
169 ζんろに火をおこして，火と2区気の関係を爽 4180 5511 92 31 1 
験する

や
170 水験すや空る気が対流によってあたたまることを突 41 74 5711 91 21 7 C 

熱
171 熱の伝くわらりやすいものと，伝わりにくいもの 4174 60 851 3 131 0 
とをく べる

機 の
172 黒すいるものはよく放射熱を吸収することを央験 4174 5111 76 0124 C 

刑j
173 空気や金災属や験す水は熱せられると体積が治加す 4144 日11185 11 13 2 
ることを る

械 174 水は氷ると体駁が憎JJI1することを央験する 41 52 45 671 1 281 4: 用
175 水験のす沸るとう点はおよそ1000Cであることを実 4141 51 891 0 91 3 

と
176 風ヰ手作りをする 11 841 57 951 0 

l~ ~ 177 7.K卒作りをする 21 471 40 791 3 
道 178 しeぼん玉っくりをする 89154 971 0 
179 ころを使って重いものを楽に動かせるととを 4163 27 761 3 141 I 
実験する

具 機 180 いろいろな動くおもち平を集め，動くわけを 3182 36 101 1 
しらべる

減 181 てこをで使きうと小さ災いjカ段で重いものを動かすこ 生8036 90i 3 
の とが ることを する
2こ 182 笑験験用てこを使ってどんな場合につりあうか 4163 53 781 4 
合突する

iま
選 183 いろL、ろなてこを使ったら道ベ具を使いながら力 4173 52 851 4 11 

J~ 
点・支点・作用点をし る

184 斜き商を使う笑と重験いものを主主に上げることがで 41 74 52 681 5 26 

た
るζ とを する

351 a の 185 襲援を使うと小さい力で仕事ができることを 4:145 42 531 7 
する

t土 186 滑単を使うと仕事が楽にできることを実験す 4167 44 671 7 241 ) 
り る
すこ 187 時計のしくみを観察する 51' 64 6911 761 9 

ら
188 振子の周期は長さできまること会宍齢する う 587011 88， 3 

き 189 自転車の隣迭を級建築する ヲ645811 771 7 13 

き 190 自転車の分解組立をする 61 50 371 211 
191 物は水中ではその休絞分の7](の髭さだけ経く
なることを実験する

61 55 7511 72' 5 

192 物実験の安す定るは童心の位置によってきまることを 61 57 7211 73: 6 

193 蒸気の力をためしてみる 61 64 8011 76: 4 16 
194 むかえ角と揚ブJとの関係について奨除する 61 53 8511 53: 9 32 

平 均 j 16515411811 31121 4 
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④ 。 @I@II~九 l a
、
海かられるも
195 海水を蒸発させて塩をとる 4167 67 43 91 39 10 

196 水に穫をとかしてどれくらいとげるかためし 413ヲ52 68 31 13 16 
との てみる
自
生 197 まゆから糸をとってみる 6143 45 80 151 10 c 

然
物1198 木と材をを実空験気すをる断マて熱すると木炭ができるこ 41 37 40 80 51 14 
の

矛日 199 ヒマワリなどの航物の在塁手から泊をしぽりと 51 24 49 29 61 4 18 
の 用 ってみる

(呆
石 200 右石灰灰右を焼いて生石灰をfp9，水を加えて消 61 ;;ラ 94 31 51 46 18 
や になることをためす

金属 201 いろし、ろな鉱石の標本をみる 6183 70 84 21 11 『
議 2二 202 ブJ鉛鉱から鉛をとり出してみる 61 64 92 131 5 64 18 
鉱 203 いろいろな金属をいろいろ十な状態のもとにお 6180 92 69 31 24 4 

と
石

いて，祭さすびのできるようすやできたさびの特
(J) 

利用
微を観 る

手IJ
204 ハソダ作りをする 6170 93 33 3146 16 

、

205 なっとう作りをする ， 61 82 90 28 51 58 9 

用
食
206 とうふ作りをする 61 77 96 27 8 ララ 10 

ロロロ 207 甘酒ffiり古ァする 6185 91 52 41 38 6 

カ日 208 あめ作りをする ， も.7590 34 71 47 12 

209 酒からアルコーJレを蒸繍してみる 61 78 88 88 4生l 7 
工 210石けん作りをする 61 76 88 64 61 22 8 

平 均 叶48 10 
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6.2. 中学校の調査結果一覧表

@ ⑧ @ I ~ I ③ !I@ 
1 1 "*指滋形態の

分 |実I llii I阻|利回当枚数に対
験I I狐II 11する割合

:1 @実験観祭項目 |配!判中!!@!@!@@
1 1虫 i1 11虫刻|絞っ悼

:1 1:1率1皮!験党|詰I!
番I i 十 19 1 -;)11削教 I~I草

野 |号1 1年leldll祭 材オ等|主

11単手業績物・双子葉組物の根〈貯蔵根・附着 111 831 68!1 46118. 2オ4
根・水中根・寄生恨)について，成長点・綬 11 1 11 

I ~毛 ・糊の比問 本 I1175: 64~ 双子葉値物・単子葉他物についてp 革本茎と 111 751 64~ 4011泊43151 
木本茎の表皮 ・皮周 ・管束・ずい・年紛の比 1 ， 1 1I 
車交澗祭 ， 1 1 11 

31いるいろな植物の楽について，単葉・復業・ 11 831 671' 561 101 251 ~ 
不完全葉・業!派・業H;の外部形態や表皮 ・気
孔 ・3伝肉 ・葉脈の内部形態の比較観祭
41単子茶花・双子茶花・離弁花・合弁花 ・単位 111 861 7211 4211オ叫 3
イ伝・間性，{I:・風媒花・虫媒花の花の外部形1忍
や花色の化学，花粉・子房の内部形態の比較
例祭

ラ|被子植物と練子舷物の比較観察

61有Ii.¥，、にゅうと無tまいにゅう組子の比較観察
71種子の散布法のちがいによる形態構造の差異
の観察

司組物細胞の前進の鋭然

到コノレクの切片の観察

101動物細胞〈カエル)の観察

1Hカエルの解剖l

121炭敵同化作用の実験〈敵素の発生・ヨード試
法を含む〉

13[唾液によるでんぷんの糖化作用

物|生 1141蛙のミズカキや闘技などの毛細血管の血流
1 1の観察

151シャーレー総過紙 ・大根の路子噂を絞って 1I1 521 4811 461 61 251 19 
根.1主の成長とそのブJI向をしらべる実験
161 :花ぞ豆類の径チなどを材料として，純物が呼 121矧 4911541 91 331 5 
!!&作用を行っていることをしらベる央験

171人闘の呼吸や標木びんに飼育する蛙などによ
って，動物がl呼吸作用をおこなっていること
をしらべる災級(石灰7!<による二酸化炭素の
検出〕

形

生

餓

耳主
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生

生

m言

分

類

発

q; 

物
Fーι手ーー・

殖

進

イじ

逃

伝

物

理

18築で蒸実散験作用がおこなわれていることをしら
ベる

19 楽日語照文作の度用合・風度通子』1し・純度等の実条件験により，
の程カちがうことの

その形態生態を観察するための動物飼育
a iまにゅう類
b 鳥 類
c りk うせい類
d ;魚 類
e 昆 虫
f 軟体動物
g 腔腸動物

21 その生態鋭童話のための植物総矯
a ポットの中のJ者養液による紋培
b 分類を主とした栽培
心 食虫植物や関な装植組物物のような特殊なあ
るいは高級 の紋堵

d 水のさ中主・海辺のような特殊な環境の純物
iお観察

e つぎ木・とり木の宍習

一一一22純物の採集，さく誕の製作とその分類

231 !!¥f7'卜あるいは磯やそというような特の殊採集な環と境傑をふ
くめて，昆虫 の他の動物 み;製
作およびその分類

211 j;変h態虫〉を飼の観育察し， その発生(完全変態， 木完全

25 マメ ・アサガオなどの双伴子し提にう植貯よ織蔵物Y発物でのや稲芽ん，乎のぷイネ・トウモロコシなどの単が 総の混子度

や変化湿化を度をし等観らの察ベ条るし件，突発険の芽ちに んの変の

26 ユリ・チユーリ粉マプ・タマネギなどの花粉花を
7粉kに管ひのたし， 花そ 発成苦長手の検よ鋭うすについて察， 
位置やの の による観

。
271大気の圧力は水銀柱約76cmの圧力であるこ
と(トリチェり{の災激〉をしらべる実験

28¥物体の表面には大気の圧力がはたらいて，そ
の圧力は大きいことをしらべる実験
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山;21321 5 21 551 15 

11 56 6811 21 181 41 22( f 
11 59 7011 20 171 42 
11"61 681129 211 31 21 
11 54 6811 28 171 33 2 
11 62 6811 44 161 27 
11 43 67 91 12 47131 
11 46 65 21 9 541 3( 

11 49 6111 18 613ラ37 
11 50 73 201 2 3814C 
11 49 68 311 iO 2ヲ31

11 57 74 261 19 26129 

11 49 64 211 10 33133 

1196 72 86 01 9 ~ 

1194 75 481 5 171 18 

11 76 73 20 13138 29 

11 55 63 201 9 40 31 

11 53 56 151 6 36 4 



物

129飽和水蒸気の中では乾湿球はいずれも示度が
1 ，等しいことをしらべる突裁

1 301物体を水中にいれたとき，その排除する水の
1 1 R方だけ軽くなること(アルキメデスの原則)1 
液 I 1をしらべる実験 l 

311液体には表面張力がはたらいていること，液
wに物をとかすと，表面F制がかわることを
しらべる実験

321述通管ではその]診にかかわらず，水面の肖さ
が等しくなることをしらべる災験

体 1331毛細現象の綴察
341氷庇様は両方の断頭積に比例してカがはたら
くことをしらべる突験

図 1351弾性体に力を加えるとp 加えた力の大さに比
例して~が生ずる。力を除けばもとにもどる
こと〈フヅ Fの法則)をしらべる尖験

体 136|仰の比重の測定

|オ物体には童心のあることをしらべる実験

381てこのつりあいの法則をしらべる実験

ヵ|労|E心の位置によって安定のl立合がちがうこと
|をしらべる実験

~O 三つのカの釣合〈平行四辺形〉の法測につい
ての実験

411振子の振動の周期は鐙の質設や較には関係な
|く長さでさまること(等時性〉をしらべる災験

一 司発音体の振臓の多少にふ音ぷ五五
ること，同じく摂憾の大小により強弱がきま
ることをしらベる実験

白 431iA"色は波形のちがいによってきまることをし
音 1 1らべる実験

441振動の周期の等じい発音体it，共鳴すること
|党しらべる実験

「員震の等しい振子は共振することをしらべる

46，光が反射する場合，入射flJと反射角は苦手しし、
|ことをしらべる実験

47j門商鏡による光の反射と，凹面鏡によってで
|きる像についての実験

48¥光が異った物質に進むときの級担?の仕方につ
光 l いての実験
49ト屈折率の大きな物質から，より小さな物!'tlこ
|光が入るとき入射角をだんだん大きくしてい
|くと，全反射することをしらべる実験

50j凸レンズによる光の屈折の仕方と凸νγズに
lよってできる像についての央験
5q凶レソズによる光の屈折の仕方と，凶レンズ
|によってできる像についての爽験

理
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ラ2各種レγズやプリズムを組突合l験せて，望遠鋭や
i顕微鏡の原週をしらべる

21 591 5611 411 101 421 5 

53直ヲリ角プリズムは金反射に用い，光のる進笑行験を 2184 72 64 11 32 2 
。または1800変えることをしらベ、

54三角りょうプリズムによって光を分散すると 861 1 11 
とができると主をしらべる央験

ちち 岡イ本を塾そすると長さや{本積が膨を張し， 物る質実験に 2183 
よヮて の割合がちがラこと しらべ

72 771 1 19! 2 

ラ6液体の熱に宍よ験る膨張は，固体より大きいこと 2177 72 
をしらべる

55 31 40 2 

57気体の熱による膨実験張は間体・液体より大きい 2178 72 55 3139 4 
ことをしらべる

物
爽i
明l氷の氷点圧・沸力点がそってれ沸ぞ点れカOOc・1000cであ 2176 58 41 71 50 2 
るこ主， によ :ちがってくるこ
とをしらべる炎験

59熱の伝わり方には三つの場合が〉あることをし 21 91 
らべる実験〈伝塁手・対流・放射

79 791 3 171 1 

60i|黒い物休は，す向い粉体より放射熱をよく吸収 2179 73 61 1 34 4 
し，また発散 ることをしらべる災験

61 磁る力央線験をつくって磁界の方向や強さをしらぺ 2189 82 88 21 9 1 

62鉄守合に磁石を近づける左近くKこ異名5経験，速くに関 2195 
の振ができることをしらべる

88 921 0 71 C 

電 63軟鉄は一時磁石む銅は氷久磁石になること
をしらべる突験

2 801 77 161 3 

64 ボノレタ電池をつくたって，き電気の流れるζ と， 2 77175 271 3 
および消極斉1Iのは ら についての実験
65 ず電池を作ヮて充制れたことをためす突 2160 65 22 8150 2C 

瑳 気!66 
常?需の強さはを抵し抗ら分ベの電突圧験 (オームの法只1]) 2179 78 65 5129 L 
であること る. 
67電流によって舷気作用を生ずることをしらペ 2187 
る災験

76 971 0 31 C 

磁 68 コイル流の函に磁力線(電が磁加誘わ導る〉と， コイノレに 2183 76 231 ~ 
電流のれること をしらべる突
験

69 変圧機の二ノレ次の側巻数と一の次比側に等の電庄の比は，それ 2179 77 46' 4 501 C 
ぞれ=イ しいことをしらべ
る~験気
70発電ヂの構造をしらべる。(脚または実物 2181 77 69 10 201 1 
使用

71電動貯の慨をしらべる。〈偲また日物 2183 77 70 11 171 2 
イ史問

72模型ニ極毛ーターの製作 2167 79 日l'唾 121 13 
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片岡@!ふI@

;j長!???!!jjjjj;
78! !lJ1ぱんによる水のにどりの沈激突験 1 1[ 591 7司可司 7115 
η|右けん液の泡立による天然水の磁度をしらぺ I1 9417ヲ17~ 0;27 

水lmI33煮沸するこ山つも軟化する実験 111川町村 3
2122VG;;;?探鉱禁問;;|判313;;
|実験 ， 1 1 11 
831 m..度によって俗解度のちがうことをしらべる 111 881 781' 661 11 271 5 
実験

:|史認222T7225:233，それぞ|:1133;!?;!l: 
れの容積比が2:1であることをたしかめる実

⑨
 

⑨
 

@ 

化

学

861渦般化水素または塩素限カリウムなどの酸化
物から酸素を分離し捕Jねする突倣
871 険家の劫燃性をたしかめる実験

881 .金悦に散をはたらかせて水素を発生させ" 11市
集する実験

891空気より水素が怪いととをしらべる災験

気 1901水制連気中でよく燃えることをしらべる爽
験

911水主憶が燃えて水を生ずることをしらべる5経験

矧炭敵塩に酸を加えて二鮫化炭;4ミを発生させ，
摘絡する実験

931ニ散化炭素が，空気よりmいことをしらべる
決激

9~1 二酸化炭手伝の助燃性のないことをたしかめる
実験

951二百変化炭素が石灰水を白濁させるととをしら
ぺる爽験

体 1961ガラス鐘内で空気中の鮫去をi消費させ，空気
lは大体厳禁1，察素4であることをたしかめ
る興倣

971笠，廷は助燃性のないことをしらべるi民放

981 .総務.を燃焼させ，または班硫敵ソーダを分解
させて，jj[硫敵ガスを発去とさせることの尖激

的1iJ!i硫酸ガスはさ虫気より抵く，刺激性の気体で
ある之とをしらべる実験
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10 01 ilすE磁こt敵とガスは， 7.1< iこよく之けて酸性反応を示 3144 4611 66 ~ 

をたしかめる突験

10 I EJFETる術西実空験ガスには， i君!白作片iのあることをしら 3144 4511 68 7 

102 食塩水をウ電ム解と水し 陽磁に筑す紫る，こ陰僚にし水ら酸化
3169162 84 11 .5 ( 

ナトリ 索を生成 とを べる
突験

103 食るj実鼠験に波硫酸を加えて，塩化水素を発生させ 3177 7511 83 01 16 

104 塩化水素が，火によく溶けることをしらべる 3173 7511 77 01 19 4 
突↓捻

化

105 水にとげたものについて， リトマス試除紙・ 3168 6811 81 11 13 4 

酸 味あ ・アγモニア ・硝め酸る銀実熔験液により， 盗駿で
ることをたしか

106 濃硫酸より希硫酸をつくる突習 3168 01 5 2 

107 i段硫駿のj脱水作用をしらべる実験 31 71 711178 01 17 6 

108 波の硫比酸較観・希察硫酸に対する金関の反応のしかた 3166 01 2~ 14 

109 希硫般とアソモニア水による中京1の実験 3167 651176 01 1~ 6 

110 草炭カ酸リ性ソ戸ダの色，およびその水熔習をが弱ア 3168 721168 0125 7 
塩 Jレ であるととをたしかめる突験

111 重と炭を酸ソーダと酸で(二削酸船化炭索を発生するこ 3166 7プ731 0 20 ~ 
しらべる災i験

112 熱と水することによりE草炭酸ソ ーダは二敵化炭素 3164 75 521 0 361 13 
に分解するととをしらべる突験

113 波彊硫鉛酸・ ・希硫問主・溢ー酸ムが・硝般に対しp 銅・鉄 3163 75 591 0 291 13. 

基
アルミニユ p fZ'視で， まずこは加

熱してどんな反応をするかをしらべる突験

114 強・水駿化ナト Uウムに対し，鍋・鉄・亜鉛・ 3139175 67 01 31 
アルミニュームが，常1EAでまたは加熱してど
んな反応をするか合しらべる突!検

115 場ま散..ifと水L貫主化中ナ下リウムのような酸とをと塊誌を 31 60 56 63 2129 7 
る 和してl盗を生ずるこ しらぺ

る笑験

116 中和の際マに指ス試示薬左して， フェノ-/レフタ ν 3163
1 53 86 21 6 6 

ソ ・リト 級紙の使い方の突習

学

土

金
， 

原

- 57ー



117 イイ炭を吃りゅうしてその生成物カ" 石炭ガ 31 72 59 721 3 201 (I 
ス ・コーノレターノレ・ァγモニア水 ・コークス

燃 であることをしらべる災験

118 リトマスじ試た験紙を用¥"，石炭のlを吃りらゅうによ 31 61 ，111 71 0120 E 
って生 アゾモニア水の反応しぺる実
験

119 ローソクまたはアノレ:;l-/レラソプのほのおの 21 58 6611 62 7129 2 
内炎 ・外炎 ・炎心のilci.J!ri皇をしらべる災験

料 120 内炎の炭素約をしらべる宍験 21 57 7611 76 41 16 5 

121 ほのお実の験炎心に可燃t'iiの主主体があることをし 21 56 6911 80 41 11 5 
らべる

122 牛乳の脂肪球とそのプラウソ巡抵I)の観察 21 40 7311 28 51 38 

it 123 牛乳から脂肪を分総する尖験 2157 8211 12 4158 

124 牛乳からカゼイソを分離する突験 21 55 8211 22 2153 

125 長批糖分がふくまれていること叫べる宍 2162 8311 32 5142 

126 磁そ予の貯械でんぷの顕ん微か鏡らでんぷん絞を鋭採・取安定し， 2172 8111 81 11 14 

食 のでんぷん粒 による比

127 でんぷんから糊をつくる突験 2172 8111 74 11 18 

128 でんぷん液のヨードi成法の実験 2174 8011 92 l ラ
129 法唾液にによるでんぷんの脳{じの災験(ヨード試 2164 8011 70 21 22 

より縮化をしらべる)

13C 石水罰け金化んナトリウム ・アルコール・脂肪により 21 59 5811 321 9 
をつくる笑験

131 石けんの遊離アルカリの多少を検出する宍験 21 53 5811 591 8 171 1 

132 石けんの乳化作用 ・吸li'作用・惨透作用をし 21 59 6311 661 3 201 1 
らべる災験

133熱 ・アルコール・酸により蛋白買を凝固させ 21 70 91 SI 
る実験

ntLn A 

134 硝な酸を加えてし熱らする実と，験たんぱく伎がJJ1.色に 2162 7811 781 0 111 11 
ることを ぺる

学 135 たんぱく質を分解してアソモユアを発生させ
る宍験

2うl748 41 0 37122 

13e ぶどうの皮の自然にある静母，また3はEイース 2 651 69 

11 ~~I 
引

1，・コージ等に酵よっの陸て， アノレコール 生隣ずをし
らべるw験，発 にこ敵化炭泌の る
ことをたしかめる実

137 いろいろな繊維の検鏡による比較観祭 2鈎叫従 2 11 
138 いろいろな繊維の燃焼の際の比較鋭後 2848859 I 85 01 8 7 
織 139 いろいろな祭繊維の酸・アルカリに対する反応 21 531 89'1 59 6126 9 

の比較鋭

14( 天染然染料・合成染料を用いての動H(物繊維の 21 62 78 ta 10 421 35 
色実習

141 人絹及び実と，験木絹制ilはそまりにくく， (I'[j安染料をを畑 7.1 69 58 26 

総 いるこ や毛は染まりやすいことたし
かめる

142 助剤lとしての食塩・政敵ソーダ・錯般の用い 2169 171 1 
方のヲ主将
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木シ粉綿〉・綿の)悦.，(色Eをと漂:用い白作て，用駿品ど化し性らぺ漂白;ゐ剤災l験(サラ 21 801 8311 601 11 301 9 

4ヒ
繊 1
144硫木酸綿・絹 ・花の，脱を色用いて， 還元合性し襟ら白河l5経く亜験

2170 77 53 3130 14 
ガス〕 と潔自作用 ベる

板ガラス宅ピガラス切りで所定の寸法に切る尖 213ラ62 381 0 171 46 
習

維
146ガラス管をひきのばして曲げる突習 2138 46 66 31 5 26 

学 147 ニグロム線を用いてガラスピンを切断する突 21 34 49 41 0124 35 
習

@ 
同I

@ 
I@l州②|⑥ !~~!@I 

団月が球でありy その表面に常・平原・噴火、 11791 7611 251341 371 41 
日があることをたしかめる 観測

149 肉11民?星しと〉よらカべEり， 北る~極観t主星ìHl左1をも中に心そとのしfて拘置昼を
EE
，ZE
(例， 北 11 74 下211451 181 311' 71 

斗七 えるこ
とを

150 
三球儀誌はボールを用'-"'L:Il!l球の公恥し 1174 84 66 11 20 3 
!らべる

天 151 三球儀または地球儀・ポーノレ・光転源を(篭らぺ灯ま 11 75 17 67 9120 4 

地

|実たは験
幻灯〉を用いてp 地球の自 し る

「ヨ
天の北騒が星の聞で次第K位置を佼えるとk 11 67 78 161 10 631 10 
の観lR1J
15 恒星の観測
a 大きさ 11 70 74 191 19 541 9 

付t
b 色 11 65 72 191 19 551 6 
I ~ ~るい星と齢、昼 11 67 75 221 19 521 6 
d 変 光 A 11 60 68 5 28158 8 . e 述 足ー 11 59 73 7127 561 ro 
f 恒星と惑星 11 42 τ4 151 33 381 7 
宮高度・方位

町
11 59 73 7122 611 10 

気
h jl露中時刻 11 92 75 91 14 721 5 

154 恒星早見表の製作 11 57 72 351 5 211 39 
155 昼時計の製作 11 43 76 161 0 23160 
156 ポール・地球儀・電灯(幻灯〉により， 日食・ 1179 76 611 16 

学 月食が生ずる理由なしらべる~l段
157 ポール ・地球儀・電灯し〈幻灯〉により，昼夜・ 11 78 76 60114 241 1 

象 158
同季の生じる淑由を らべる爽験

三球儀またはボーノレ・地球儀験 ・光源により， 1176 78 551 18 25 
月のみちかけをしらべる央

気視の日炎化の測定 1190 86 831 1 141 1 
160 気温の年変化の測定 1184 86 481 6 401 6 
161 気圧の日変化の測定 1186 86 5，71 4 331 7 
162 気低が高度によヮて変化することの測定 11 26 83 ラ714 331 7 
163ピュアオート風カ階級による風力の観測 1190 85 71 4 831 6 

-59ー



風俗君まに工る風向の測定 11 87 84s 55 2136 7 
165 風力青十による風力の測定 11 86 8611 64 351 28 5 

166 風向の日変化の観測 11 79 871139 51 41 15 
天 167風力・風|匂の年変化の綴測 11 74 841' 24 71 55 14 

168 計毛妥の使湿用度計方法・乾の湿笑球習湿度計・セロファソ湿度 11 94 8511 85 11 14 口

体 16 9湿度の日変化と温度の日変化の比較観測 1177 861145 71 42 

17 0 ろ紙のぬれかたによる雨滴の大きさのjjllJ定 11 55 8611 20 3146 31 

171 雨量計による雨廷の測定 1I 87 8711 63 3126 t 
172 10極雲形による裟の観測 11 71 861138 271 30 6 

地
気 173 目視による雲母・雲肉・雲商の測定 11 58 83 7CI 5 191 5 
174 雪慣の観察記録 11 63 5611 48 141 21 18 

175 雪の結晶の観察 11 86 86 521 20 201 8 

象 176 降雪量 ・積雪量の測定 11 81 85 72 2 161 lC 

177 
フラスコと排る温気度ポンプに下)よをる霧しのらでき方爽験(断 11 83 86 541 4 281 15 
熱膨E長によ の低 ベる

178 /レーベによる霜の観妻美 11 68 83 311 11 181 41 

海

洋

179 流水による侵食・運搬 ・継者まの三作用の観察 1189 8111 30 2145 

地 180 j要員11の作用によヮてできたいろいろの地形の観

a 河岸段任 11 87 8011 25 331 41 。
b 扇 状 地 11 86 8011 23 34 43 

質 C 川の蛇行 11 87 80'125 33 42 C 
学 d 三日月湖 1183 76

1
114 36 

181 鉱物の色と条痕色の比較観察 651 2 26 

182 鉱物の透明皮と光沢の観察 11 64 67 691 3 231 H 
鉱 183 鉱物の鰐開と断口の観察 11 70 65 591 6 291 7 

物 184 鉱物のE更皮をしらべる災験 11 73 69 521 0 381 1c 

. 18lj 鉱物の比重をしらパる突験 11 54 68 33 2 451 20 

186 いろいろな依物の特徴の観疑
岩 a 黄銅鉱 11 66 65 771 6 141 3 

石 b 質 鉄 鉱 11 63 60 7(;1 5 161 22 

C 赤 鉄 鉱 601 59 721 5 201 :) 

d 方 鉛 鉱 63162 751 5 161 5 
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e 亜 鉛 鉱 621 5 
i4t0Dl 1 1 Y 

f くじ平くお 431 5 
g 磁 鉄 鉱 621 8 251 5 

h しんしや 401 5 481 8 
鉱 i 石 干7 681 5 20171 

地
1 ?骨 正i 11 54 70 631 6 241 I 
k 方 解. 石 11 63 67 73' 6 17 3 

物 E設 芝; 11 53: 89 32 
mi燐 灰 -;Q"‘ 11 481 70 ヲ214 
n 長 石 11 641 69 70' 5 191 6 
。右 英 (水晶) 11 68: 6 77 3 161 4 

岩 P たんぱく，{i 1146 71 
q こ I主 く 11 42 69 
r22 合主 11 61 6611 77 3 151 5 

学
万 s j(疏 1タ.

j 14 6 ラ3 
151 4 

t 蛇 紋 4'-I 11 501 69 341 12 
187 先宝石の採集とその分類 501 37 
188 鉱物の採集とその分煩 11 751 77 
189 化石の採集と鋭察 11 681 73 341 24 
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